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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿１枚から２ページ分の原稿画像を分割して夫々別々のシートに出力する１ｔｏ２モ
ード、原稿１枚から４ページ分の原稿画像を分割して夫々別々のシートに出力する１ｔｏ
４モードを有する画像形成装置であって、
　前記画像形成装置は、
　前記１ｔｏ２モードを選択する為の１ｔｏ２モード選択ボタンと前記１ｔｏ４モードを
選択する為の１ｔｏ４モード選択ボタンとを備えた選択画面を表示部に表示するよう構成
され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記１ｔｏ２モード選択ボタンが押下されるのを条件に、
　前記１ｔｏ２モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分
の画像を１個分割出力させる為の第１の選択ボタンと、
　前記１ｔｏ２モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分
の画像を２個分割出力させる為の第２の選択ボタンと、
　前記１ｔｏ２モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定
ボタンとを備えた選択画面を前記表示部に表示するよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記第１、第２の何れかの選択ボタンの押下によって選択される画像の数を前記１ｔｏ
２モードにおける最終原稿の最終読込み面から分割出力させる画像の数として設定するよ
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う構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記１ｔｏ２モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定
ボタンが押下されるのを条件に、
　１枚の原稿の同一面上における左側の画像、右側の画像の順で２枚のシートに分割出力
させる第１の出力順序を選択する為の第３の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における右側の画像、左側の画像の順で２枚のシートに分割出力
させる第２の出力順序を選択する為の第４の選択ボタンとを備えた選択画面を前記表示部
に表示するよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記第３、第４の何れかの選択ボタンの押下によって選択される出力順序を前記１ｔｏ
２モードにおける原稿１枚から分割される画像の出力順序として設定するよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記１ｔｏ４モード選択ボタンが押下されるのを条件に、
　前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分
の画像を１個分割出力させる為の第５の選択ボタンと、
　前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分
の画像を２個分割出力させる為の第６の選択ボタンと、
　前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分
の画像を３個分割出力させる為の第７の選択ボタンと、
　前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分
の画像を４個分割出力させる為の第８の選択ボタンと、
　前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定
ボタンとを備えた選択画面を前記表示部に表示するよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記第５、第６、第７、第８の何れかの選択ボタンの押下によって選択される画像の数
を前記１ｔｏ４モードにおける最終原稿の最終読込み面から分割出力させる画像の数とし
て設定するよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定
ボタンが押下されるのを条件に、
　１枚の原稿の同一面上における左上の画像、右上の画像、左下の画像、右下の画像の順
で４枚のシートに分割出力させる第３の出力順序を選択する為の第９の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における右上の画像、左上の画像、右下の画像、左下の画像の順
で４枚のシートに分割出力させる第４の出力順序を選択する為の第１０の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における左上の画像、左下の画像、右上の画像、右下の画像の順
で４枚のシートに分割出力させる第５の出力順序を選択する為の第１１の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における右上の画像、右下の画像、左上の画像、左下の画像の順
で４枚のシートに分割出力させる第６の出力順序を選択する為の第１２の選択ボタンとを
備えた操作画面を前記表示部に表示するよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記第９、第１０、第１１、第１２の何れかの選択ボタンの押下によって選択される出
力順序を前記１ｔｏ４モードにおける原稿１枚から分割される画像の出力順序として設定
するよう構成されることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　４ページ分の原稿画像を１枚のシートの同一面上に出力する４ｉｎ１モードと、原稿１
枚から４ページ分の原稿画像を分割して夫々別々のシートに出力する１ｔｏ４モードを有
する画像形成装置であって、
　前記画像形成装置は、
　前記４ｉｎ１モードを選択する為の４ｉｎ１モード選択ボタンと前記４ｉｎ１モードに
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おける画像のレイアウト順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定ボタンとを備えた
選択画面と、
　前記１ｔｏ４モードを選択する為の１ｔｏ４モード選択ボタンを備えた選択画面とを選
択的に表示部に表示するよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記４ｉｎ１モードにおける画像のレイアウト順に関する選択画面に遷移する為の詳細
設定ボタンが押下されるのを条件に、
　４ページ分の原稿画像の１ページ目をシートの左上に２ページ目をシートの右上に３ペ
ージ目をシートの左下に４ページ目をシートの右下に配置させる第１のレイアウト順を選
択する為の第１の選択ボタンと、
　４ページ分の原稿画像の１ページ目をシートの右上に２ページ目をシートの左上に３ペ
ージ目をシートの右下に４ページ目をシートの左下に配置させる第２のレイアウト順を選
択する為の第２の選択ボタンと、
　４ページ分の原稿画像の１ページ目をシートの左上に２ページ目をシートの左下に３ペ
ージ目をシートの右上に４ページ目をシートの右下に配置させる第３のレイアウト順を選
択する為の第３の選択ボタンと、
　４ページ分の原稿画像の１ページ目をシートの右上に２ページ目をシートの右下に３ペ
ージ目をシートの左上に４ページ目をシートの左下に配置させる第４のレイアウト順を選
択する為の第４の選択ボタンと、
　原稿向き自動検知を行うか否かをユーザにより選択可能にする為の原稿向き検知ボタン
とを備えた選択画面を前記表示部に表示するよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記第１、第２、第３、第４の何れかの選択ボタンの押下によって選択されるレイアウ
ト順を前記４ｉｎ１モードにおけるレイアウト順として設定するよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記原稿向き検知ボタンの押下によって、前記４ｉｎ１モードで処理すべき原稿画像の
向きを自動検知する設定と前記４ｉｎ１モードで処理すべき原稿画像の向きを自動検知し
ない設定とを切替るよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記１ｔｏ４モード選択ボタンが押下されるのを条件に、
　前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定
ボタンを備えた選択画面を前記表示部に表示するよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定
ボタンが押下されるのを条件に、
　１枚の原稿の同一面上における左上の画像、右上の画像、左下の画像、右下の画像の順
で、４枚のシートに分割出力させる第１の出力順序を選択する為の第５の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における右上の画像、左上の画像、右下の画像、左下の画像の順
で、４枚のシートに分割出力させる第２の出力順序を選択する為の第６の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における左上の画像、左下の画像、右上の画像、右下の画像の順
で、４枚のシートに分割出力させる第３の出力順序を選択する為の第７の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における右上の画像、右下の画像、左上の画像、左下の画像の順
で、４枚のシートに分割出力させる第４の出力順序を選択する為の第８の選択ボタンとを
備えた選択画面を前記表示部に表示するよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記第５、第６、第７、第８の何れかの選択ボタンの押下によって選択される出力順序
を前記１ｔｏ４モードにおける原稿１枚から分割される画像の出力順序として設定するよ
う構成されることを特徴とする画像形成装置。
【請求項３】
　前記画像形成装置は、原稿画像を読取る読取手段と、前記読取手段により読取った画像
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を処理する画像処理手段と、外部装置から入力されたプリントデータからラスターイメー
ジデータに変換する為の外部Ｉ／Ｆ処理手段と、前記読取手段及び前記画像処理手段及び
前記外部Ｉ／Ｆ処理手段に接続され、複数の原稿画像データを記憶可能なメモリを有する
画像メモリ手段と、前記画像メモリ手段に接続され、前記画像メモリ手段からの画像デー
タをプリントするプリント手段と、を有することを特徴とする請求項１又は２に記載の画
像形成装置。
【請求項４】
　前記画像形成装置は、前記読取手段で読取った画像に基づいて前記プリンタ手段でプリ
ントするコピー機能と、前記外部装置からの入力されたデータに基づいて前記プリンタ部
でプリントするプリント機能と、前記読取手段で読取った画像を前記外部装置に送信する
画像スキャナ機能と、を有し、
　前記画像スキャナ機能を行う際に、前記外部Ｉ／Ｆ手段は、前記画像メモリ手段から送
られる画像データを前記外部Ｉ／Ｆ手段が具備するイメージメモリ部に一度展開し、前記
外部装置に送るデータの形式に変換して、前記外部装置にデータ送出を行うことを特徴と
する請求項３記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記表示部に表示される選択ボタンを介してユーザにより選択されたレイアウトの設定
情報をメモリに記憶させることを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の画像形
成装置。
【請求項６】
　前記画像形成装置は、読み込んだ画像の方向を判別する画像方向判別手段と、前記画像
を回転させる画像回転手段と、前記画像をプリントするプリント手段を有し、
　前記表示部で前記４ｉｎ１モード選択ボタンが選択され、且つ、前記表示部における原
稿向き自動検知を行うか否かをユーザにより選択可能にする為の原稿向き検知ボタンの押
下により、前記４ｉｎ１モードで処理すべき原稿画像の向きを自動検知する設定がなされ
た場合に、前記４ｉｎ１モードで処理すべき原稿画像の向きを前記画像方向判別手段によ
り判別させ、各原稿画像を１ページ目の原稿画像の向きに合わせるように前記画像回転手
段により回転させ、前表示部で押下された選択ボタンで示されるレイアウト順で前記４ｉ
ｎ１モードの原稿画像を１枚のシートにレイアウトして前記プリンタ手段によりプリント
させることを特徴とする請求項２記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記画像形成装置は、
　パンフレットを作成する時に適した順序でプリントを行うパンフレットモードを選択す
る為の製本ボタンを前記表示部に表示するよう構成され、
　且つ、前記画像形成装置は、
　前記表示部にて前記製本ボタンが押下された場合には、前記第１、第２、第３、第４の
選択ボタンの何れかの選択ボタンによって前記４ｉｎ１モードにおけるレイアウト順を設
定するのを禁止するよう構成されることを特徴とする請求項２記載の画像形成装置。
【請求項８】
　原稿１枚から２ページ分の原稿画像を分割して夫々別々のシートに出力する１ｔｏ２モ
ード、原稿１枚から４ページ分の原稿画像を分割して夫々別々のシートに出力する１ｔｏ
４モードを有する画像形成装置における表示制御方法であって、
　前記１ｔｏ２モードを選択する為の１ｔｏ２モード選択ボタンと前記１ｔｏ４モードを
選択する為の１ｔｏ４モード選択ボタンとを備えた選択画面を表示部に表示するためのス
テップと、
　前記１ｔｏ２モード選択ボタンが押下されるのを条件に、
　前記１ｔｏ２モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分
の画像を１個分割出力させる為の第１の選択ボタンと、
　前記１ｔｏ２モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分
の画像を２個分割出力させる為の第２の選択ボタンと、
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　前記１ｔｏ２モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定
ボタンとを備えた選択画面を前記表示部に表示するためのステップと、
　前記第１、第２の何れかの選択ボタンの押下によって選択される画像の数を前記１ｔｏ
２モードにおける最終原稿の最終読込み面から分割出力させる画像の数として設定するた
めのステップと、
　前記１ｔｏ２モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定
ボタンが押下されるのを条件に、
　１枚の原稿の同一面上における左側の画像、右側の画像の順で２枚のシートに分割出力
させる第１の出力順序を選択する為の第３の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における右側の画像、左側の画像の順で２枚のシートに分割出力
させる第２の出力順序を選択する為の第４の選択ボタンとを備えた選択画面を前記表示部
に表示するためのステップと、
　前記第３、第４の何れかの選択ボタンの押下によって選択される出力順序を前記１ｔｏ
２モードにおける原稿１枚から分割される画像の出力順序として設定するためのステップ
と、
　前記１ｔｏ４モード選択ボタンが押下されるのを条件に、
　前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分
の画像を１個分割出力させる為の第５の選択ボタンと、
　前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分
の画像を２個分割出力させる為の第６の選択ボタンと、
　前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分
の画像を３個分割出力させる為の第７の選択ボタンと、
　前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分
の画像を４個分割出力させる為の第８の選択ボタンと、
　前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定
ボタンとを備えた選択画面を前記表示部に表示するためのステップと、
　前記第５、第６、第７、第８の何れかの選択ボタンの押下によって選択される画像の数
を前記１ｔｏ４モードにおける最終原稿の最終読込み面から分割出力させる画像の数とし
て設定するためのステップと、
　前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定
ボタンが押下されるのを条件に、
　１枚の原稿の同一面上における左上の画像、右上の画像、左下の画像、右下の画像の順
で４枚のシートに分割出力させる第３の出力順序を選択する為の第９の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における右上の画像、左上の画像、右下の画像、左下の画像の順
で４枚のシートに分割出力させる第４の出力順序を選択する為の第１０の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における左上の画像、左下の画像、右上の画像、右下の画像の順
で４枚のシートに分割出力させる第５の出力順序を選択する為の第１１の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における右上の画像、右下の画像、左上の画像、左下の画像の順
で４枚のシートに分割出力させる第６の出力順序を選択する為の第１２の選択ボタンとを
備えた操作画面を前記表示部に表示するためのステップと、
　前記第９、第１０、第１１、第１２の何れかの選択ボタンの押下によって選択される出
力順序を前記１ｔｏ４モードにおける原稿１枚から分割される画像の出力順序として設定
するためのステップと、を有することを特徴とする画像形成装置における表示制御方法。
【請求項９】
　４ページ分の原稿画像を１枚のシートの同一面上に出力する４ｉｎ１モードと、原稿１
枚から４ページ分の原稿画像を分割して夫々別々のシートに出力する１ｔｏ４モードを有
する画像形成装置における表示制御方法であって、
　前記４ｉｎ１モードを選択する為の４ｉｎ１モード選択ボタンと前記４ｉｎ１モードに
おける画像のレイアウト順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定ボタンとを備えた
選択画面と、
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　前記１ｔｏ４モードを選択する為の１ｔｏ４モード選択ボタンを備えた選択画面とを選
択的に表示部に表示するためのステップと、
　前記４ｉｎ１モードにおける画像のレイアウト順に関する選択画面に遷移する為の詳細
設定ボタンが押下されるのを条件に、
　４ページ分の原稿画像の１ページ目をシートの左上に２ページ目をシートの右上に３ペ
ージ目をシートの左下に４ページ目をシートの右下に配置させる第１のレイアウト順を選
択する為の第１の選択ボタンと、
　４ページ分の原稿画像の１ページ目をシートの右上に２ページ目をシートの左上に３ペ
ージ目をシートの右下に４ページ目をシートの左下に配置させる第２のレイアウト順を選
択する為の第２の選択ボタンと、
　４ページ分の原稿画像の１ページ目をシートの左上に２ページ目をシートの左下に３ペ
ージ目をシートの右上に４ページ目をシートの右下に配置させる第３のレイアウト順を選
択する為の第３の選択ボタンと、
　４ページ分の原稿画像の１ページ目をシートの右上に２ページ目をシートの右下に３ペ
ージ目をシートの左上に４ページ目をシートの左下に配置させる第４のレイアウト順を選
択する為の第４の選択ボタンと、
　原稿向き自動検知を行うか否かをユーザにより選択可能にする為の原稿向き検知ボタン
とを備えた選択画面を前記表示部に表示するためのステップと、
　前記第１、第２、第３、第４の何れかの選択ボタンの押下によって選択されるレイアウ
ト順を前記４ｉｎ１モードにおけるレイアウト順として設定するためのステップと、
　前記原稿向き検知ボタンの押下によって、前記４ｉｎ１モードで処理すべき原稿画像の
向きを自動検知する設定と前記４ｉｎ１モードで処理すべき原稿画像の向きを自動検知し
ない設定とを切替るためのステップと、
　前記１ｔｏ４モード選択ボタンが押下されるのを条件に、
　前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定
ボタンを備えた選択画面を前記表示部に表示するためのステップと、
　前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定
ボタンが押下されるのを条件に、
　１枚の原稿の同一面上における左上の画像、右上の画像、左下の画像、右下の画像の順
で、４枚のシートに分割出力させる第１の出力順序を選択する為の第５の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における右上の画像、左上の画像、右下の画像、左下の画像の順
で、４枚のシートに分割出力させる第２の出力順序を選択する為の第６の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における左上の画像、左下の画像、右上の画像、右下の画像の順
で、４枚のシートに分割出力させる第３の出力順序を選択する為の第７の選択ボタンと、
　１枚の原稿の同一面上における右上の画像、右下の画像、左上の画像、左下の画像の順
で、４枚のシートに分割出力させる第４の出力順序を選択する為の第８の選択ボタンとを
備えた選択画面を前記表示部に表示するためのステップと、
　前記第５、第６、第７、第８の何れかの選択ボタンの押下によって選択される出力順序
を前記１ｔｏ４モードにおける原稿１枚から分割される画像の出力順序として設定するた
めのステップとを有することを特徴とする画像形成装置における表示制御方法。
【請求項１０】
　前記画像形成装置は、原稿画像を読取る読取手段と、前記読取手段により読取った画像
を処理する画像処理手段と、外部装置から入力されたプリントデータからラスターイメー
ジデータに変換する為の外部Ｉ／Ｆ処理手段と、前記読取手段及び前記画像処理手段及び
前記外部Ｉ／Ｆ処理手段に接続され、複数の原稿画像データを記憶可能なメモリを有する
画像メモリ手段と、前記画像メモリ手段に接続され、前記画像メモリ手段からの画像デー
タをプリントするプリント手段と、を有することを特徴とする請求項８又は９に記載の画
像形成装置における表示制御方法。
【請求項１１】
　前記画像形成装置は、前記読取手段で読取った画像に基づいて前記プリンタ手段でプリ
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ントするコピー機能と、前記外部装置からの入力されたデータに基づいて前記プリンタ部
でプリントするプリント機能と、前記読取手段で読取った画像を前記外部装置に送信する
画像スキャナ機能と、を有し、
　前記画像スキャナ機能を行う際に、前記外部Ｉ／Ｆ手段により、前記画像メモリ手段か
ら送られる画像データを前記外部Ｉ／Ｆ手段が具備するイメージメモリ部に一度展開させ
、前記外部装置に送るデータの形式に変換して、前記外部装置にデータ送出を行わせるこ
とを特徴とする請求項１０記載の画像形成装置における表示制御方法。
【請求項１２】
　前記表示部に表示される選択ボタンを介してユーザにより選択されたレイアウトの設定
情報をメモリに記憶させることを特徴とする請求項８乃至１１の何れか１項に記載の画像
形成装置における表示制御方法。
【請求項１３】
　前記画像形成装置は、読み込んだ画像の方向を判別する画像方向判別手段と、前記画像
を回転させる画像回転手段と、前記画像をプリントするプリント手段を有し、
　前記表示部で前記４ｉｎ１モード選択ボタンが選択され、且つ、前記表示部における原
稿向き自動検知を行うか否かをユーザにより選択可能にする為の原稿向き検知ボタンの押
下により、前記４ｉｎ１モードで処理すべき原稿画像の向きを自動検知する設定がなされ
た場合に、前記４ｉｎ１モードで処理すべき原稿画像の向きを前記画像方向判別手段によ
り判別させ、各原稿画像を１ページ目の原稿画像の向きに合わせるように前記画像回転手
段により回転させ、前表示部で押下された選択ボタンで示されるレイアウト順で前記４ｉ
ｎ１モードの原稿画像を１枚のシートにレイアウトして前記プリンタ手段によりプリント
させることを特徴とする請求項９記載の画像形成装置における表示制御方法。
【請求項１４】
　パンフレットを作成する時に適した順序でプリントを行うパンフレットモードを選択す
る為の製本ボタンを前記表示部に表示するためのステップと、
　前記製本ボタンが押下された場合には、前記表示部における前記４ｉｎ１モードにおけ
るレイアウト順の設定を禁止するためのステップと、を更に備えることを特徴とする請求
項９記載の画像形成装置における表示制御方法。
【請求項１５】
　請求項８記載の画像形成装置における表示制御方法をコンピュータに実行させるための
プログラムを記憶したことを特徴とするコンピュータで読取可能な記憶媒体。
【請求項１６】
　請求項９記載の画像形成装置における表示制御方法をコンピュータに実行させるための
プログラムを記憶したことを特徴とするコンピュータで読取可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、縮小レイアウトモードや拡大レイアウトモードの機能を備えた画像形成装置
、画像形成装置における表示制御方法及び記憶媒体に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、複数の原稿画像を１枚のシートに記録する縮小レイアウトモードの機能を備え
た画像形成装置が知られている。
【０００３】
この種の画像形成装置は、原稿を原稿台へ給送する原稿給送手段と、この原稿給送手段に
より給送された原稿の画像を記億する記億手段と、この記憶手段からの複数の画像を重な
らないように配置して１枚のシートに記録する画像記録手段とを備えている。これらの手
段により実現される従来の縮小レイアウトモードでは、原稿１頁目をシートの左上に、原
稿２頁目をシートの右上に、原稿３頁目をシートの左下に、原稿４頁目をシートの右下に
それぞれ記録する１種類のレイアウトのみで画像出力していた。
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【０００４】
また、１枚の原稿画像をＮ分割してＮ枚のシートに画像記録を行う拡大レイアウトモード
を持つ画像形成装置も知られている。この種の画像形成装置は、拡大レイアウトモードを
実現するために、原稿を原稿台へ給送する原稿給送手段と、この原稿給送手段により給送
された原稿の画像を記億する記億手段と、この記憶手段からの画像を分割して複数のシー
トに記録する画像記録手段とを備えている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
このように、上記従来の縮小レイアウトモードは、原稿１頁目をシートの左上に、原稿２
頁目をシートの右上に、原稿３頁目をシートの左下に、原稿４頁目をシートの右下に記録
する１種類のレイアウトのみで画像出力しているため、シート上の画像のレイアウトを変
更したい場合は、読み込ませる原稿の並び順を変える以外に方法がなかった。
【０００６】
また、上記従来の拡大レイアウトモードにおいても、原稿画像を分割して複数のシートに
画像を記録する際に、画像記録の順序を選択することができなかった。
【０００７】
　本発明は上記従来の問題点に鑑み、原稿の並び順を意識しなくても所望の縮小レイアウ
ト出力が行える画像形成装置、画像形成装置における表示制御方法及び記憶媒体を提供す
ることを目的とする。また、所望の拡大レイアウト出力が行える画像形成装置、画像形成
装置における表示制御方法及び記憶媒体を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明に係る画像形成装置では、原稿１枚から２ページ分
の原稿画像を分割して夫々別々のシートに出力する１ｔｏ２モード、原稿１枚から４ペー
ジ分の原稿画像を分割して夫々別々のシートに出力する１ｔｏ４モードを有する画像形成
装置であって、前記画像形成装置は、前記１ｔｏ２モードを選択する為の１ｔｏ２モード
選択ボタンと前記１ｔｏ４モードを選択する為の１ｔｏ４モード選択ボタンとを備えた選
択画面≪図１６≫を表示部に表示するよう構成され、且つ、前記画像形成装置は、前記１
ｔｏ２モード選択ボタンが押下されるのを条件に、前記１ｔｏ２モードで処理すべき原稿
のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分の画像を１個分割出力させる為の第１の
選択ボタンと、前記１ｔｏ２モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面か
ら１ページ分の画像を２個分割出力させる為の第２の選択ボタンと、前記１ｔｏ２モード
における画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定ボタンとを備えた選択
画面≪図１7≫を前記表示部に表示するよう構成され、且つ、前記画像形成装置は、前記
第１、第２の何れかの選択ボタンの押下によって選択される画像の数を前記１ｔｏ２モー
ドにおける最終原稿の最終読込み面から分割出力させる画像の数として設定するよう構成
され、且つ、前記画像形成装置は、前記１ｔｏ２モードにおける画像の出力順序に関する
選択画面に遷移する為の詳細設定ボタンが押下されるのを条件に、１枚の原稿の同一面上
における左側の画像、右側の画像の順で２枚のシートに分割出力させる第１の出力順序を
選択する為の第３の選択ボタンと、１枚の原稿の同一面上における右側の画像、左側の画
像の順で２枚のシートに分割出力させる第２の出力順序を選択する為の第４の選択ボタン
とを備えた選択画面≪図１８≫を前記表示部に表示するよう構成され、且つ、前記画像形
成装置は、前記第３、第４の何れかの選択ボタンの押下によって選択される出力順序を前
記１ｔｏ２モードにおける原稿１枚から分割される画像の出力順序として設定するよう構
成され、且つ、前記画像形成装置は、前記１ｔｏ４モード選択ボタンが押下されるのを条
件に、前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ペー
ジ分の画像を１個分割出力させる為の第５の選択ボタンと、前記１ｔｏ４モードで処理す
べき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分の画像を２個分割出力させる為
の第６の選択ボタンと、前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読
込み面から１ページ分の画像を３個分割出力させる為の第７の選択ボタンと、前記１ｔｏ
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４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分の画像を４個
分割出力させる為の第８の選択ボタンと、前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順序に
関する選択画面に遷移する為の詳細設定ボタンとを備えた選択画面≪図１９≫を前記表示
部に表示するよう構成され、且つ、前記画像形成装置は、前記第５、第６、第７、第８の
何れかの選択ボタンの押下によって選択される画像の数を前記１ｔｏ４モードにおける最
終原稿の最終読込み面から分割出力させる画像の数として設定するよう構成され且つ、前
記画像形成装置は、前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移
する為の詳細設定ボタンが押下されるのを条件に、１枚の原稿の同一面上における左上の
画像、右上の画像、左下の画像、右下の画像の順で４枚のシートに分割出力させる第３の
出力順序を選択する為の第９の選択ボタンと、１枚の原稿の同一面上における右上の画像
、左上の画像、右下の画像、左下の画像の順で４枚のシートに分割出力させる第４の出力
順序を選択する為の第１０の選択ボタンと、１枚の原稿の同一面上における左上の画像、
左下の画像、右上の画像、右下の画像の順で４枚のシートに分割出力させる第５の出力順
序を選択する為の第１１の選択ボタンと、１枚の原稿の同一面上における右上の画像、右
下の画像、左上の画像、左下の画像の順で４枚のシートに分割出力させる第６の出力順序
を選択する為の第１２の選択ボタンとを備えた操作画面≪図２０≫を前記表示部に表示す
るよう構成され、且つ、前記画像形成装置は、前記第９、第１０、第１１、第１２の何れ
かの選択ボタンの押下によって選択される出力順序を前記１ｔｏ４モードにおける原稿１
枚から分割される画像の出力順序として設定するよう構成されることを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係る画像形成装置では、４ページ分の原稿画像を１枚のシートの同一面上に出
力する４ｉｎ１モードと、原稿１枚から４ページ分の原稿画像を分割して夫々別々のシー
トに出力する１ｔｏ４モードを有する画像形成装置であって、前記画像形成装置は、前記
４ｉｎ１モードを選択する為の４ｉｎ１モード選択ボタンと前記４ｉｎ１モードにおける
画像のレイアウト順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定ボタンとを備えた選択画
面≪図１２≫と、前記１ｔｏ４モードを選択する為の１ｔｏ４モード選択ボタンを備えた
選択画面≪図１６≫とを選択的に表示部に表示するよう構成され、且つ、前記画像形成装
置は、前記４ｉｎ１モードにおける画像のレイアウト順に関する選択画面に遷移する為の
詳細設定ボタンが押下されるのを条件に、４ページ分の原稿画像の１ページ目をシートの
左上に２ページ目をシートの右上に３ページ目をシートの左下に４ページ目をシートの右
下に配置させる第１のレイアウト順を選択する為の第１の選択ボタンと、４ページ分の原
稿画像の１ページ目をシートの右上に２ページ目をシートの左上に３ページ目をシートの
右下に４ページ目をシートの左下に配置させる第２のレイアウト順を選択する為の第２の
選択ボタンと、４ページ分の原稿画像の１ページ目をシートの左上に２ページ目をシート
の左下に３ページ目をシートの右上に４ページ目をシートの右下に配置させる第３のレイ
アウト順を選択する為の第３の選択ボタンと、４ページ分の原稿画像の１ページ目をシー
トの右上に２ページ目をシートの右下に３ページ目をシートの左上に４ページ目をシート
の左下に配置させる第４のレイアウト順を選択する為の第４の選択ボタンと、原稿向き自
動検知を行うか否かをユーザにより選択可能にする為の原稿向き検知ボタンとを備えた選
択画面≪図１５≫を前記表示部に表示するよう構成され、且つ、前記画像形成装置は、前
記第１、第２、第３、第４の何れかの選択ボタンの押下によって選択されるレイアウト順
を前記４ｉｎ１モードにおけるレイアウト順として設定するよう構成され、且つ、前記画
像形成装置は、前記原稿向き検知ボタンの押下によって、前記４ｉｎ１モードで処理すべ
き原稿画像の向きを自動検知する設定と前記４ｉｎ１モードで処理すべき原稿画像の向き
を自動検知しない設定とを切替るよう構成され、且つ、前記画像形成装置は、前記１ｔｏ
４モード選択ボタンが押下されるのを条件に、前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順
序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定ボタンを備えた選択画面≪図１９≫を前記表
示部に表示するよう構成され、且つ、前記画像形成装置は、前記１ｔｏ４モードにおける
画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定ボタンが押下されるのを条件に
、１枚の原稿の同一面上における左上の画像、右上の画像、左下の画像、右下の画像の順
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で、４枚のシートに分割出力させる第１の出力順序を選択する為の第５の選択ボタンと、
１枚の原稿の同一面上における右上の画像、左上の画像、右下の画像、左下の画像の順で
、４枚のシートに分割出力させる第２の出力順序を選択する為の第６の選択ボタンと、１
枚の原稿の同一面上における左上の画像、左下の画像、右上の画像、右下の画像の順で、
４枚のシートに分割出力させる第３の出力順序を選択する為の第７の選択ボタンと、１枚
の原稿の同一面上における右上の画像、右下の画像、左上の画像、左下の画像の順で、４
枚のシートに分割出力させる第４の出力順序を選択する為の第８の選択ボタンとを備えた
選択画面≪図２０≫を前記表示部に表示するよう構成され、且つ、前記画像形成装置は、
前記第５、第６、第７、第８の何れかの選択ボタンの押下によって選択される出力順序を
前記１ｔｏ４モードにおける原稿１枚から分割される画像の出力順序として設定するよう
構成されることを特徴とする。
【００１５】
　本発明に係る画像形成装置における表示制御方法では、原稿１枚から２ページ分の原稿
画像を分割して夫々別々のシートに出力する１ｔｏ２モード、原稿１枚から４ページ分の
原稿画像を分割して夫々別々のシートに出力する１ｔｏ４モードを有する画像形成装置に
おける表示制御方法であって、前記１ｔｏ２モードを選択する為の１ｔｏ２モード選択ボ
タンと前記１ｔｏ４モードを選択する為の１ｔｏ４モード選択ボタンとを備えた選択画面
を表示部に表示するためのステップと、前記１ｔｏ２モード選択ボタンが押下されるのを
条件に、前記１ｔｏ２モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ペ
ージ分の画像を１個分割出力させる為の第１の選択ボタンと、前記１ｔｏ２モードで処理
すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分の画像を２個分割出力させる
為の第２の選択ボタンと、前記１ｔｏ２モードにおける画像の出力順序に関する選択画面
に遷移する為の詳細設定ボタンとを備えた選択画面を前記表示部に表示するためのステッ
プと、前記第１、第２の何れかの選択ボタンの押下によって選択される画像の数を前記１
ｔｏ２モードにおける最終原稿の最終読込み面から分割出力させる画像の数として設定す
るためのステップと、前記１ｔｏ２モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷
移する為の詳細設定ボタンが押下されるのを条件に、１枚の原稿の同一面上における左側
の画像、右側の画像の順で２枚のシートに分割出力させる第１の出力順序を選択する為の
第３の選択ボタンと、１枚の原稿の同一面上における右側の画像、左側の画像の順で２枚
のシートに分割出力させる第２の出力順序を選択する為の第４の選択ボタンとを備えた選
択画面を前記表示部に表示するためのステップと、前記第３、第４の何れかの選択ボタン
の押下によって選択される出力順序を前記１ｔｏ２モードにおける原稿１枚から分割され
る画像の出力順序として設定するためのステップと、前記１ｔｏ４モード選択ボタンが押
下されるのを条件に、前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込
み面から１ページ分の画像を１個分割出力させる為の第５の選択ボタンと、前記１ｔｏ４
モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ分の画像を２個分
割出力させる為の第６の選択ボタンと、前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最
終原稿の最終読込み面から１ページ分の画像を３個分割出力させる為の第７の選択ボタン
と、前記１ｔｏ４モードで処理すべき原稿のうちの最終原稿の最終読込み面から１ページ
分の画像を４個分割出力させる為の第８の選択ボタンと、前記１ｔｏ４モードにおける画
像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定ボタンとを備えた選択画面を前記
表示部に表示するためのステップと、前記第５、第６、第７、第８の何れかの選択ボタン
の押下によって選択される画像の数を前記１ｔｏ４モードにおける最終原稿の最終読込み
面から分割出力させる画像の数として設定するためのステップと、前記１ｔｏ４モードに
おける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定ボタンが押下されるのを
条件に、１枚の原稿の同一面上における左上の画像、右上の画像、左下の画像、右下の画
像の順で４枚のシートに分割出力させる第３の出力順序を選択する為の第９の選択ボタン
と、１枚の原稿の同一面上における右上の画像、左上の画像、右下の画像、左下の画像の
順で４枚のシートに分割出力させる第４の出力順序を選択する為の第１０の選択ボタンと
、１枚の原稿の同一面上における左上の画像、左下の画像、右上の画像、右下の画像の順
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で４枚のシートに分割出力させる第５の出力順序を選択する為の第１１の選択ボタンと、
１枚の原稿の同一面上における右上の画像、右下の画像、左上の画像、左下の画像の順で
４枚のシートに分割出力させる第６の出力順序を選択する為の第１２の選択ボタンとを備
えた操作画面を前記表示部に表示するためのステップと、前記第９、第１０、第１１、第
１２の何れかの選択ボタンの押下によって選択される出力順序を前記１ｔｏ４モードにお
ける原稿１枚から分割される画像の出力順序として設定するためのステップと、を有する
ことを特徴とする。
【００１６】
　本発明に係る画像形成装置における表示制御方法では、４ページ分の原稿画像を１枚の
シートの同一面上に出力する４ｉｎ１モードと、原稿１枚から４ページ分の原稿画像を分
割して夫々別々のシートに出力する１ｔｏ４モードを有する画像形成装置における表示制
御方法であって、前記４ｉｎ１モードを選択する為の４ｉｎ１モード選択ボタンと前記４
ｉｎ１モードにおける画像のレイアウト順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設定ボ
タンとを備えた選択画面と、前記１ｔｏ４モードを選択する為の１ｔｏ４モード選択ボタ
ンを備えた選択画面とを選択的に表示部に表示するためのステップと、前記４ｉｎ１モー
ドにおける画像のレイアウト順に関する選択画面に遷移する為の詳細設定ボタンが押下さ
れるのを条件に、４ページ分の原稿画像の１ページ目をシートの左上に２ページ目をシー
トの右上に３ページ目をシートの左下に４ページ目をシートの右下に配置させる第１のレ
イアウト順を選択する為の第１の選択ボタンと、４ページ分の原稿画像の１ページ目をシ
ートの右上に２ページ目をシートの左上に３ページ目をシートの右下に４ページ目をシー
トの左下に配置させる第２のレイアウト順を選択する為の第２の選択ボタンと、４ページ
分の原稿画像の１ページ目をシートの左上に２ページ目をシートの左下に３ページ目をシ
ートの右上に４ページ目をシートの右下に配置させる第３のレイアウト順を選択する為の
第３の選択ボタンと、４ページ分の原稿画像の１ページ目をシートの右上に２ページ目を
シートの右下に３ページ目をシートの左上に４ページ目をシートの左下に配置させる第４
のレイアウト順を選択する為の第４の選択ボタンと、原稿向き自動検知を行うか否かをユ
ーザにより選択可能にする為の原稿向き検知ボタンとを備えた選択画面を前記表示部に表
示するためのステップと、前記第１、第２、第３、第４の何れかの選択ボタンの押下によ
って選択されるレイアウト順を前記４ｉｎ１モードにおけるレイアウト順として設定する
ためのステップと、前記原稿向き検知ボタンの押下によって、前記４ｉｎ１モードで処理
すべき原稿画像の向きを自動検知する設定と前記４ｉｎ１モードで処理すべき原稿画像の
向きを自動検知しない設定とを切替るためのステップと、前記１ｔｏ４モード選択ボタン
が押下されるのを条件に、前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順序に関する選択画面
に遷移する為の詳細設定ボタンを備えた選択画面を前記表示部に表示するためのステップ
と、前記１ｔｏ４モードにおける画像の出力順序に関する選択画面に遷移する為の詳細設
定ボタンが押下されるのを条件に、１枚の原稿の同一面上における左上の画像、右上の画
像、左下の画像、右下の画像の順で、４枚のシートに分割出力させる第１の出力順序を選
択する為の第５の選択ボタンと、１枚の原稿の同一面上における右上の画像、左上の画像
、右下の画像、左下の画像の順で、４枚のシートに分割出力させる第２の出力順序を選択
する為の第６の選択ボタンと、１枚の原稿の同一面上における左上の画像、左下の画像、
右上の画像、右下の画像の順で、４枚のシートに分割出力させる第３の出力順序を選択す
る為の第７の選択ボタンと、１枚の原稿の同一面上における右上の画像、右下の画像、左
上の画像、左下の画像の順で、４枚のシートに分割出力させる第４の出力順序を選択する
為の第８の選択ボタンとを備えた選択画面を前記表示部に表示するためのステップと、前
記第５、第６、第７、第８の何れかの選択ボタンの押下によって選択される出力順序を前
記１ｔｏ４モードにおける原稿１枚から分割される画像の出力順序として設定するための
ステップとを有することを特徴とする。
【００１８】
　本発明に係るコンピュータで読取可能な記憶媒体では、請求項８記載の画像形成装置に
おける表示制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラムを記憶したことを特徴
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とする。
【００１９】
　本発明に係るコンピュータで読取可能な記憶媒体では、請求項９記載の画像形成装置に
おける表示制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラムを記憶したことを特徴
とする。
【００６４】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００６５】
図１は、本発明の第１実施形態に係る画像形成装置の基本構成を示すブロック図である。
【００６６】
この画像形成装置は、デジタル複写機１０として構成されている。この複写機１０の基本
制御を行うＣＰＵ２１には、制御プログラムが書き込まれたＲＯＭ２４と、処理を行うた
めのワークＲＡＭ２５と、入出力ポート２３とがアドレスバス及びデータバスを介して接
続されている。入出力ポート２３には、複写機１０を制御する、モータ、クラッチ等の各
種負荷（不図示）や、紙の位置を検知するセンサー等の入力（不図示）が接続されている
。
【００６７】
ＣＰＵ２１は、ＲＯＭ２４の内容に従って入出力ポート２３を介して順次入出力の制御を
行い、複写動作を実行する。
【００６８】
さらに、ＣＰＵ２１には、複写機１０の状態を表示する操作部２２と、後述するイメージ
センサ部（図４の１０８）で電気信号に変換された画像を処理する画像処理部２０と、処
理された画像を蓄積する画像メモリ部１３と、画像の文字列方向や文書方向を判別する文
字列方向・文書方向判別部２６とが接続されている。
【００６９】
また、画像メモリ部１３には、画像の読み取りを行うリーダ部１１と、用紙に画像形成を
行うプリンタ部１２と、外部Ｉ／Ｆ処理部１４とが接続されている。外部Ｉ／Ｆ処理部１
４は、外部のコンピュータから入力されたＰＤＬをビットマップに展開する。
【００７０】
図２は、画像メモリ部１３の詳細を示すブロック図である。
【００７１】
画像メモリ部１３では、メモリコントローラ部１３ｂを介して外部Ｉ／Ｆ処理部１４及び
画像処理部２０からの２値画像を、ＤＲＡＭ等のメモリで構成されるページメモリ部１３
ａに書き込むと共に、プリンタ部１２への画像読み出し、及び大容量の記憶装置であるハ
ードディスク（ＨＤ）１３ｄへの画像の入出力アクセスを行う。ＬＺ圧縮１３ｃは、ハー
ドディスク１３ｃの入出力に伴って画像データの圧縮、解凍を行う。
【００７２】
メモリコントローラ部１３ｂは、ページメモリ１３ａに対するＤＲＡＭリフレッシュ信号
の発生を行うと共に、外部Ｉ／Ｆ処理部１４、画像処理部２０、及びハードディスク１３
ｄからのページメモリ１３ａへのアクセスの調停を行う。更に、ＣＰＵ２１の指示に従い
、ページメモリ部１３ａへの書き込みアドレス、ページメモリ部１３ａからの読み出しア
ドレス及び読み出し方向などの制御をする。これにより、ＣＰＵ２１は、ページメモリ部
１３ａに複数の原稿画像を並べてレイアウトを行い、その原稿画像をプリンタ部１２に出
力する機能や、画像の一部分のみを切り出して出力する機能、画像回転機能などを制御す
る。
【００７３】
図３は、外部Ｉ／Ｆ処理部１４の構成を示すブロック図である。
【００７４】
外部Ｉ／Ｆ処理部１４は、前述したように、画像メモリ部１３を介して、リーダ部１１の
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２値画像データを取り込み、また画像メモリ部１３を介して、２値画像データをプリンタ
部１２へ出力する機能を有する。
【００７５】
この外部Ｉ／Ｆ処理部１４は、ファクシミリ部１４ａ、ファクシミリ部１４ａの通信画像
データを保存するハードディスク１４ｂ、外部コンピュータ１と接続するコンピュータイ
ンターフェース部１４ｃ、フォーマッタ部１４ｄ、及びイメージメモリ部１４ｅを有し、
これらがコア部１４ｆに接続されている。
【００７６】
ファクシミリ部１４ａは、モデム（不図示）を介して公衆回線と接続されており、公衆回
線からのファクシミリ通信データの受信と、公衆回線へのファクシミリ通信データの送信
を行う。このファクシミリ部１４ａでは、ファクシミリ機能である、指定された時間にフ
ァクス送信を行ったり、相手からの指定パスワードの問い合わせで画像データを送信した
りするなど、ハードディスク１４ｂにファクス用の画像を保存して処理を行う。これによ
り、一度リーダ部１１から画像メモリ部１３を介して、ファクシミリ部１４ａ、ファクシ
ミリ用のハードディスク１４ｂへ画像を転送した後は、ファクシミリ機能に使うことなし
に、この画像のファクス送信を行うことができる。
【００７７】
コンピュータインターフェイス（Ｉ／Ｆ）部１４ｃは、外部のコンピュータ１とのデータ
通信を行うインターフェイス部であり、ローカルエリアネットワーク（以下、ＬＡＮ）、
シリアルＩ／Ｆ、ＳＣＳＩＩ／Ｆ、及びプリンタデータ入力用のセントロＩ／Ｆなどを有
している。このＩ／Ｆ部１４ｃを介して、プリンタ部１２やリーダ部１１の状態を外部コ
ンピュータ１に通知したり、コンピュータ１の指示でリーダ部１で読み取った画像を外部
コンピュータ１ヘ転送したりする。
【００７８】
また、コンピュータインターフェイス部１４ｃは、外部コンピュータ１からプリントデー
タを受け取る。外部コンピュータ１からコンピュータインターフェイス部１４ｃを介して
通知されるプリントデータは、専用のプリンタコードで記述されているため、フォーマッ
タ部１４ｄはそのコードを、画像メモリ部１３を介してプリンタ部１２で画像形成を行う
ためのラスターイメージデータに変換する。
【００７９】
フォーマッタ部１４ｄは、ラスターイメージデータの展開をイメージメモリ部１４ｅに対
して行う。イメージメモリ部１４ｅは、上述のようにフォーマッタ部１４ｄがラスタイメ
ージデータを展開するためのメモリとして使用されたり、またリーダ部１１の画像をコン
ピュータインターフェイス部１４ｃを介して外部コンピュータ１に送る（画像スキャナー
機能）際に、画像メモリ部１３から送られる画像データをイメージメモリ部１４ｅに一度
展開し、外部コンピュータ１に送るデータの形式に変換して、コンピュータインターフェ
イス部１４ｃからデータを送出するような場合においても使用される。
【００８０】
コア部１４ｆは、ファクシミリ部１４ａ、コンピュータインターフェイス部１４ｃ、フォ
ーマッタ部１４ｄ及びイメージメモリ部１４ｅと、画像メモリ部１３との間において、そ
れぞれのデータ転送を制御管理する。これにより、外部Ｉ／Ｆ処理部１４に複数の画像出
力部があっても、画像メモリ部１３への画像転送路が１つであっても、コア部１４ｆの管
理の基に、排他制御や優先度制御がなされて、画像出力が行われる。
【００８１】
図４は、上記デジタル複写機１０の一例を示す断面構成図である。
【００８２】
このデジタル複写機本体１０の上部に設置されたプラテンガラス１０１上には、自動原稿
送り装置１００が備えられている。プラテンガラス１０１は、原稿を載置する台である。
スキャナ１０２は、原稿照明ランプ１０３や走査ミラー１０４等で構成され、不図示のモ
ータによりプラテンガラス１０１の下部を所定方向に往復し、プラテンガラス１０１上の
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原稿を走査する。原稿の反射光は、走査ミラー１０４～１０６を介してレンズ１０７を透
過してイメージセンサ部１０８内のＣＣＤセンサに結像する。
【００８３】
そして、露光制御部１０９は、レーザやポリゴンスキャナ等で構成されており、イメージ
センサ部１０８で電気信号に変換されて所定の画像処理が施された画像信号に基づいて変
調したレーザ光１１９を感光体ドラム１１１に照射する。感光体ドラム１１１の周りには
、１次帯電器１１２、現像器１１３、転写帯電器１１６、前露光ランプ１１４、及びクリ
ーニング装置１１５が装備されている。
【００８４】
かかる画像形成部１１０において、感光体ドラム１１１は不図示のモータにより図に示す
矢印の方向に回転しており、１次帯電器１１２により所望の電位に帯電された後、露光制
御部１０９からのレーザ光１１９が照射され、感光体ドラム１１１上に静電潜像が形成さ
れる。感光体ドラム１１１上に形成された静電潜像は、現像器１１３により現像されて、
トナー像として可視化される。
【００８５】
一方、右カセットデッキ１２１、左カセットデッキ１２２、上段カセット１２３あるいは
下段カセット１２４からそれぞれピックアップローラ１２５，１２６，１２７，１２８に
より給紙された転写紙は、給紙ローラ１２９，１３０，１３１，１３２により本体に送ら
れた後、レジストローラ１３３により転写ベルトに給送され、可視化されたトナー像が転
写帯電器１１６により転写紙に転写される。
【００８６】
転写後の感光体ドラム１１１は、クリーニング装置１１５により残留トナーが清掃され、
前露光ランプ１１４により残留電荷が消去される。転写後の転写紙は、分離帯電器１１７
によって感光体ドラム１１１から分離され、転写ベルト１３４によって定着器１３５に送
られる。定着器１３５では加圧、加熱により定着され、排出ローラ１３６により本体１０
の外に排出される。
【００８７】
本体１０には、例えば４０００枚の転写紙を収納し得るデッキ１５０が装備されている。
デッキ１５０のリフタ１５１は、ピックアップローラ１５２に転写紙が常に当接するよう
に転写紙の量に応じて上昇し、転写紙は給紙ローラ１５３によって本体１０へ送られる。
さらに、本体１０には、１００枚の転写紙を収容し得るマルチ手差し１５４が装備されて
いる。
【００８８】
また、１３７は排紙フラッパであり、搬送パス１３８側と排出パス１４３側の経路を切り
替える。１４０は下搬送パスであり、排紙ローラ１３６から送り出された転写紙を反転パ
ス１３９を介して裏返して再給紙パス１４１へ導く。左カセットデッキ１２２から給紙ロ
ーラ１３０により給紙された転写紙も、再給紙パス１４１へ導かれる。
【００８９】
１４２は転写紙を画像形成部１１０へ再給紙する再給紙ローラである。１４４は排出ロー
ラであり、排紙フラッパ１３７の近傍に配置されて、この排紙フラッパ１３７により排出
パス１４３側に切り替えられた転写紙を機外に排出する。
【００９０】
両面記録（両面複写）時には、排紙フラッパ１３７を上方に上げて、複写済みの転写紙を
搬送パス１３８、反転パス１３９及び下搬送パス１４０を介して再給紙パス１４１へ導く
。このとき、反転ローラ１４５によって転写紙の後端が搬送パス１３８から全て抜け出し
、且つ、反転ローラ１４５に転写紙が噛んだ状態の位置まで反転パス１３９に引き込み、
反転ローラ１４５を逆転させることによって搬送パス１４０に送り出す。
【００９１】
一方、本体１０から転写紙を反転して排出する時には、排紙フラッパ１３７を上方へ上げ
、反転ローラ１４５によって転写紙の後端が搬送パス１３８に残った状態の位置まで反転
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パス１３９に引き込み、反転ローラ１４５を逆転させることによって、転写紙を裏返して
排出ローラ１４４側に送り出す。
【００９２】
排紙処理装置１９０は、デジタル複写機本体１０から１枚毎に排出される転写紙を処理ト
レイ１９４で積載して揃える。一部の画像形成の排出が終了したら、転写紙束をステイプ
ルして排紙トレイ１９２又は１９３に束で排出する。排紙トレイ１９３は、不図示のモー
タで上下に移動制御され、画像処理動作開始前に処理トレイの位置になるように移動する
。１９１は、排出された転写紙の間に挿入する区切り紙を積載する用紙トレイで、１９５
は、排出された転写紙をＺ折りにするＺ折り機である。また、１９６は、排出された転写
紙一部をまとめてセンタ折りしステイプルを行なうことによって製本を行なう製本機であ
り、製本された紙束は排出トレイ１９７に排出される。
【００９３】
図５は、図１に示した操作部２２の外観図である。
【００９４】
同図において、２０１～２１２及び２３４のキー及びＬＥＤ表示は、複写機本体１０の複
写動作やシステム動作に関する各機能の設定を行うべく、操作部２２の表示を切り替える
ために設けらている。２０１，２０４，２０７，２１０，２３４は、それぞれ各機能を切
り替えるキーになっている。このキーは、半透明のキーボタンで構成されており、キーの
内部にはＬＥＤ等の表示ランプ（不図示）がある。これらのキーを押下することで操作画
面を選択すると、キー内部のランプが点灯する。この各キー内部のランプは、選択されて
いる操作機能画面のキーの内部にあるランプのみ点灯制御され、その他のキー内部のラン
プは消灯するように制御される。
【００９５】
各キー２０１，２０４，２０７，２１０，２３４の右には、それぞれグリーンのＬＥＤラ
ンプ２０３，２０６，２０９，２１２，２３３が配置され、このＬＥＤランプは、各機能
の動作状況をＬＥＤの点灯制御で表す。例えば、コピーＢのＬＥＤランプ２０６は、コピ
ーＢがスタンバイ中であるときには消灯制御され、例えばコピーＢが出力動作中のときに
は点滅制御される。さらに、画像メモリ１３のハードディスク１３ｄにコピーＢの画像が
保存されてコピーＢのプリント動作が行われていない場合には、点灯制御される。同様に
例えば、ファクスのＬＥＤランプ２０９では、通信動作中、プリント動作中及び読み込み
動作中では、点滅制御され、ファクシミリ部１４ａのハードディスク１４ｂにファクス画
像がある場合には点灯制御される。
【００９６】
各キー２０１，２０４，２０７，２１０，２３４の左には、レッドのＬＥＤランプ２０２
，２０５，２０８，２１１，２３２が配置され、このＬＥＤランプは、各機能に異常状況
が発生したことをＬＥＤの点灯制御で表す。例えば、コピーＢのＬＥＤランプ２０５は、
コピーＢに紙無し中断や紙詰まり等の異常が発生したときに点滅制御される。この時、コ
ピーＢ機能キー２０４を押下し、操作部２２の表示をコピーＢに切り替えることで、表示
パネル２２０にコピーＢの状況が表示され、異常状況の詳細を確認することができる。
【００９７】
これらの機能切り替えキー２０１，２０４，２０７，２１０，２３４は、各機能の動作状
況によらず、いつでも押下可能であり、操作部２２を切り替え可能である。本実施形態の
ように、コピーＡ機能とコピーＢ機能が切り替え可能である場合には、後述するスタート
キー２１４、ストップキー２１５、リセットキー２１６等の、表示パネル２２０内のキー
以外のキーは、機能切り替えキー２０１，２０４により選択されている機能に対して、操
作される。例えば、コピーＢが出力動作中の場合において、コピーＡ操作画面を表示して
いる時に、ストップキー２１５を押下しても、コピーＢの出力動作に対して複写動作の停
止を行うことはできない。コピーＢの複写動作を停止する場合は、コピーＢ機能キー２０
４を押下後、ストップキー２１５を押下することで、コピーＢの出力は停止する。
【００９８】
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また、ユーザー設定キー２１８により設定されるデータは、コピーＡ、コピーＢが選択さ
れている画面それぞれにおいて存在し、この各々の画面において独立に設定操作を行うこ
とができる。
【００９９】
２１３は、パワースイッチであり、このパワースイッチ２１３による電源ＯＮ／ＯＦＦの
切替えに合わせて、ランプ２２１が点灯／消灯をする。２２２がテンキーであり、画像形
成枚数の設定やモードの設定の数値入力に使用する。２２３はクリアーキーであり、テン
キー２２２で入力した設定をクリアーする。２１６はリセットキーであり、設定された画
像形成枚数や、動作モード、選択給紙段等のモードを既定値に戻すためのものである。
【０１００】
２１４はスタートキーであり、このスタートキー２１４の押下により画像形成動作を開始
する。スタートキー２１４の中央には、スタート可能か否かを示すレッドとグリーンのＬ
ＥＤランプ（不図示）があり、スタートが出来ない場合、及び複写動作中はレッドのＬＥ
Ｄランプが点灯し、スタート可能な場合はグリーンのＬＥＤランプが点灯する。２１５は
ストップキーであり、複写動作の停止を行うために使用する。
【０１０１】
２１７はガイドキーであり、このキーを押下した後に他のキーを押下すると、そのキーに
より設定できる機能の説明が表示パネル２２０に表示される。このガイド表示を解除する
場合は、再度ガイドキー２１７を押下することで行う。２１８はユーザー設定キーであり
、このキーを押下することにより複写機本体１０の設定のユーザーによる変更が可能にな
る。ユーザーによって変更可能な設定は、例えば、自動的に設定をクリアーするまでの時
間や、リセットキー２１６を押下した時のモードの既定値等である。
【０１０２】
２１９は割り込みキーであり、画像形成動作中にこのキーを押下すると、他の画像形成動
作を中止して、自動原稿送り装置１００を使用しないでコピーを行うことができる。
【０１０３】
２２０は液晶等で構成される表示パネルであり、詳細なモード設定を容易にするべく、設
定モードに応じて表示内容が変わる。また、表示パネル２２０の表面はタッチセンサーに
なっている。図５では、表示パネル２２０内に２２４～２３１のキーを表示しており、こ
れらキーの表示位置を手で触れることでキーの押下を判断してモードの設定を行う。２２
７は用紙段の選択キーであり、２２８～２３１は複写動作の複写倍率を設定するキーであ
る。２２６は応用モードの設定キーであり、このキーを押下すると、パンフレットを作成
する時に適した順序で印刷を行うパンフトットモードや、印刷紙に表紙合紙を挿入する表
紙合紙モード等の応用機能モード、縮小レイアウトモード、拡大レイアウトモードの設定
する画面や各応用機能モードの設定キーの表示がなされ、応用モードの設定を可能にする
。
【０１０４】
上述のように構成される本実施形態のディジタル複写機の各種モードの設定操作について
、以下に具体的に説明する。
【０１０５】
［両面印刷の片面→両面印刷の設定操作］
まず、両面印刷の片面→両面印刷の設定操作について、図６～図１０を参照しつつ説明す
る。ここで、両面印刷とは、紙などのシート材の両面に印刷することであり、片面→両面
印刷とは、前記両面印刷時に原稿の片面の画像をシート材の両面に印刷することである。
【０１０６】
図６は、表示パネル２２０の基本画面を示す図であり、この基本画面で両面印刷キー２２
４を押下すると、図７に示すような両面モード設定画面になる。この図７の両面モード設
定画面で、例えば片面→両面印刷キー５１４を押下すると、キー５１４が白黒反転し、選
択状態となる。ここで、ＯＫキー５１９を押下すると、片面→両面印刷の仕上がりの開き
方を設定する図８の画面（両面プリントモード設定画面）になり、左右開き仕上がりか、



(17) JP 4146950 B2 2008.9.10

10

20

30

40

50

上下開き仕上がりかの選択を行うことになる。
【０１０７】
なお、本実施形態では、文書方向について図９（ａ）のように定義する。左右開きとは、
図９（ｂ）に示すように、文書方向に対し左右に開く書籍のような状態のことであり、ま
た上下開きとは、図９（ｃ）に示すように、文書方向に対し上下に開くカレンダーのよう
な状態のことである。
【０１０８】
左右開き設定キー５２０を押下すると、キー５２０が白黒反転し、左右開き仕上げ選択状
態となり、上下開き設定キー５２１を押下すると、同様にキー５２１が白黒反転（不図示
）し、上下開き仕上げ選択状態となる。片面→両面印刷を中断する場合は、取り消しキー
５２２を押下すれば図７の画面に切り替わる。
【０１０９】
図８の画面でキー５２０，５２１のどちらかを選択し、ＯＫキー５２３を押下すれば、図
１０に示すように両面印刷キー２２４が白黒反転し、両面印刷設定済み状態を表す画面に
なり、ここで、スタートキー２１４を押下すれば、コピーがスタートする。
【０１１０】
また、図８の画面でボタン５２４により原稿向きの自動検知を行うか否かを選択すること
ができる。ボタン５２４を押下してこのボタンが白黒反転すると、原稿向き検知を行う設
定となる。ボタン５２４が反転した状態で再度ボタン５２４を押下すると、ボタン５２４
の反転が解除されて、原稿向き検知は行わない設定となる。
【０１１１】
［縮小レイアウト選択時の設定操作］
次に、図１１に示す応用画面で縮小レイアウトを選択した時の操作フローを詳しく説明す
る。
【０１１２】
図１１の画面でボタン５３１を押下して縮小レイアウトを選択すると、原稿サイズ選択画
面（不図示）が表示される。この選択画面で原稿サイズを指定すると、図１２に示すよう
に、レイアウトの種類を選択するレイアウト選択画面５４０が表示される。２ｉｎ１ボタ
ン５４１、４ｉｎ１ボタン５４２、及び８ｉｎ１ボタン５４３は、レイアウトの種類を選
択するためのボタンである。
【０１１３】
２ｉｎ１ボタン５４１を押下すると、選択された用紙に、読み込んだ原稿を２ページ分自
動で縮小して画像形成し出力する設定となる。４ｉｎ１ボタン５４２は、選択された用紙
に、読み込んだ原稿を４ページ分自動で縮小して画像形成し出力できる設定となる。８ｉ
ｎ１ボタン５４３は、選択された用紙に、読み込んだ原稿を８ページ分自動で縮小して画
像形成し出力する設定となる。
【０１１４】
両面原稿ボタン５４６は、原稿の両面画像を読み込ませるボタンであり、これを押下する
と、自動原稿送り装置１００は原稿の両面をスキャンすることができる。両面ボタン５４
４は、両面設定を行うことができるボタンであり、押下すると両面出力で出力される。製
本ボタン５４５は、パンフレットモード設定ボタンであり、押下するとパンフレットモー
ドで出力される。取り消しキー５４９は、縮小レイアウトモードを取り消すキーであり、
このキーを押下すると図１１の応用画面に戻る。図１２の画面５４０で製本ボタン５４５
が押下された場合は、図１３の画面のように、詳細設定ボタン５４７は網掛け表示となり
、その設定が禁止される。
【０１１５】
また、図１２の画面５４０で、２ｉｎ１ボタン５４１が選択され、且つ製本ボタン５４５
が押下されない状態で、詳細設定ボタン５４７が押下されると、図１４の２ｉｎ１レイア
ウト順設定画面５６０が表示される。
【０１１６】
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この画面５６０中のボタン５６１，５６２は、読み込んだ画像をどのような順番で用紙に
画像形成するかを選択するためのボタンである。ボタン５６１を設定し、読み込みＯＫキ
ー５６３を押下すると、選択されたレイアウト順は設定され、図１２の縮小レイアウト種
類選択画面５４０に戻る。ここでＯＫキー５４８を押下し、出力用紙を選択し、スタート
キー２１４を押下すると、設定されたレイアウト種類及びレイアウト順で縮小レイアウト
出力が実行される。
【０１１７】
次に図１２の縮小レイアウト種類選択画面５４０において、４ｉｎ１ボタン５４２または
８ｉｎ１ボタン５４３が選択された状態で、詳細設定ボタン５４７を押下すると、図１５
に示すＮｉｎ１レイアウト順選択画面５７０が表示される。
【０１１８】
　この画面５７０では、ボタン５７１～５７４で４つのレイアウト順を選択することがで
きる。例えば、原稿を４枚読み込みレイアウトするとき、用紙を分割して左上、右上、左
下、右下と称した場合、ボタン５７１（請求項２における第１の選択ボタン）が選択され
れば、原稿１ページ目は左上、原稿２ページ目は右上、原稿３ページ目は左下、原稿４ペ
ージ目は右下の順でレイアウトされる（これをＺ型縮小レイアウトと称する）。ボタン５
７２（請求項２における第２の選択ボタン）が選択されれば、原稿１ページ目は右上、原
稿２ページ目は左上、原稿３ページ目は右下、原稿４ページ目は左下の順でレイアウトさ
れる（これを逆Ｚ型縮小レイアウトと称する）。ボタン５７３（請求項２における第３の
選択ボタン）が選択されれば、原稿１ページ目は左上、原稿２ページ目は左下、原稿３ペ
ージ目は右上、原稿４ページ目は右下の順でレイアウトされる（これを逆Ｎ型縮小レイア
ウトと称する）。ボタン５７４（請求項２における第４の選択ボタン）が選択されれば、
原稿１ページ目は右上、原稿２ページ目は右下、原稿３ページ目は左上、原稿４ページ目
は左下の順でレイアウトされる（これをＮ型縮小レイアウトと称する）。
【０１１９】
また、ボタン５７６により原稿向きの自動検知を行うか否かを選択できる。ボタン５７６
を押下してこのボタンが反転すると、原稿向き自動検知を行う設定となる。ボタン５７６
が反転した状態で再度ボタン５７６を押下すると、このボタンの反転は解除され、原稿向
き自動検知を行わない設定となる。
【０１２０】
ＯＫキー５７５を押下すると、選択されたレイアウト順に設定され、図１２の縮小レイア
ウト種類選択画面５４０に戻り、ここでＯＫキー５４８を押下し、出力用紙を選択し、ス
タートキー２１４を押下すると設定された縮小レイアウト種類及びレイアウト順で縮小レ
イアウト出力が実行される。
【０１２１】
［拡大レイアウト選択時の設定操作］
次に、図１１に示す応用画面で拡大レイアウトが選択された時の操作フローを、図１６～
図２０を参照しつつ詳細に説明する。
【０１２２】
拡大レイアウトが選択されると、図１６に示す拡大レイアウト種類選択画面５８０が表示
される。１ｔｏ２ボタン５８１、１ｔｏ４ボタン５８２、両面１ｔｏ２ボタン５８３、及
び両面１ｔｏ４ボタン５８４は、拡大レイアウトの種類を選択するためのボタンである。
【０１２３】
１ｔｏ２ボタン５８１は、読み込んだ１枚の原稿に対して左側の画像と右側の画像の２つ
の画像を分割して読み込み、それぞれ１枚ずつ出力用紙に出力する設定ボタンである。１
ｔｏ４ボタン５８２は、読み込んだ１枚の原稿に対して、左上の画像、右上の画像、左下
の画像、右下の画像の４つの画像を分割して読み込み、それぞれ１枚ずつ読み込んだ順に
出力用紙に出力する設定ボタンである。両面１ｔｏ２ボタン５８３は、１枚の原稿を表面
と裏面共に左側の画像、右側の画像の２つの画像を分割して読み込み、それぞれ１枚ずつ
出力用紙に出力する設定ボタンである。両面１ｔｏ４ボタン５８４は、１枚の原稿を表面
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と裏面共に、左上の画像、右上の画像、左下の画像、右下の画像の４つの画像を分割して
読み込み、読み込んだ順序でそれぞれ１枚ずつ出力用紙に出力する設定ボタンである。両
面コピーボタン５８５は、押下すると両面出力設定となる。
【０１２４】
次に、図１６の拡大レイアウト種類選択画面５８０で、１ｔｏ２ボタン５８１と両面１ｔ
ｏ２ボタン５８３が選択され、ＯＫキー５８６が押下されると、図１７の１ｔｏ２最終原
稿レイアウト設定画面５９０が表示される。
【０１２５】
　この設定画面５９０のボタン５９２は、最終原稿に関して裏面にも画像があるか否かを
設定するボタンである。ボタン５９１を選択すると、最終原稿の裏面は読み込まない設定
となる。ボタン５９２を選択すると、最終原稿に関しても裏面を読み込む設定となる。こ
こで、図１６の拡大レイアウト種類選択画面５８０で、１ｔｏ２ボタン５８１が選択され
ていた場合、図１７のボタン５９２は、網掛け表示になり、設定できない。ボタン５９３
，５９４は、最終原稿の最終読み込み面（ボタン５９１が設定されていれば最終原稿の表
面、ボタン５９２が設定されていれば裏面）に関して、画像が２つあるか１つあるかを選
択するボタンである。ボタン５９３（請求項１における第２の選択ボタン）が選択されれ
ば、原稿１枚に対して２つの画像の読み込みを全原稿に関して行う。ボタン５９４（請求
項１における第１の選択ボタン）が選択されれば、最終原稿の最終読み込み面に関しては
１つの画像しか読み込まない。この図１７の選択画面５９０は、最終原稿の最終ページに
１つしか画像がなかった場合に、２つの画像の読み込み動作を行うと白紙が排出されてし
まうのを防ぐために設けられている。
【０１２６】
次に、図１７の１ｔｏ２最終原稿レイアウト設定画面５９０で、詳細設定ボタン５９５を
押下した際に表示される図１８の拡大レイアウト順選択画面６００について説明する。
【０１２７】
　図１８の拡大レイアウト順選択画面６００において、ボタン６０１，６０２は、読み込
む原稿に関して、左側の画像から読み込むか、右側の画像から読み込むかの読み込みの順
序を選択するボタンである。ボタン６０１（請求項１における第３の選択ボタン）が選択
され、ＯＫキー６０３が押下されれば、左側の画像から読み込む設定となる（これを左右
型拡大レイアウトと称する）。また、ボタン６０２（請求項１における第４の選択ボタン
）が選択され、ＯＫキー６０３が押下されれば、右側の画像から読み込む設定となる（こ
れとを右左型縮小レイアウトと称する）。ＯＫキー６０３が押下されると、図１１の応用
画面に戻り、スタートキー２１４を押下すると、上記で設定した条件で画像の読み込みを
行い、読み込んだ順に出力する。
【０１２８】
次に、図１６の拡大レイアウト種類選択画面５８０で、１ｔｏ４ボタン５８２、または両
面１ｔｏ４ボタン５８３が選択され、ＯＫキー５８６が押下された時に表示される１ｔｏ
４最終原稿レイアウト選択画面６１０を図１９を用いて説明する。
【０１２９】
ボタン６１１，６１２は、図１７のボタン５９１，５９２と同様であり、最終原稿に関し
て、裏面にも画像があるか否かを設定する画面である。ボタン６１１を選択すると、最終
原稿の裏面を読み込まない設定となる。ボタン６１２を選択すると、最終原稿に関して裏
面を読み込む設定となる。ここで、図１６の拡大レイアウト種類選択画面５８０で、１ｔ
ｏ４ボタン５８２が選択されていた場合は、図１９のボタン６１２は、網掛け表示になり
設定できない。
【０１３０】
　図１９のボタン６１３，６１４，６１５，６１６は、最終原稿の最終読み込み面（ボタ
ン６１１が設定されていれば最終原稿の表面、ボタン６１２が設定されていれば裏面）に
関して、画像がいくつあるかを選択するボタンである。ボタン６１３（請求項１における
第８の選択ボタン）が選択されれば、全原稿に関して、原稿１枚に対し４つの画像の読み
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込みを行う。ボタン６１４（請求項１における第７の選択ボタン）が選択されれば、全原
稿に関して、原稿１枚に対して３つの画像の読み込みを行う。ボタン６１５（請求項１に
おける第６の選択ボタン）が選択されれば、全原稿に関して、原稿１枚に対して２つの画
像を読み込みを行う。ボタン６１６（請求項１における第５の選択ボタン）が選択されれ
ば、全原稿に関して、原稿１枚に対して１つの画像の読み込みを行う。
【０１３１】
次に、図１９の１ｔｏ４拡大レイアウト種類選択画面６１０で、詳細設定ボタン６１８を
押下した際に表示される図２０の拡大レイアウト順選択画面６２０について説明する。
【０１３２】
　図２０に示すボタン６２１，６２２，６２３，６２４は、読み込む原稿の左上の画像、
左下の画像、右上の画像、右下の画像に対して、どの順序で読み込むかを選択するボタン
である。ボタン６２１（請求項１における第９の選択ボタン、請求項２における第５の選
択ボタン）を選択しＯＫキー６２５を押下すると、左上の画像→右上の画像→左下の画像
→右下の画像の順序で原稿を読み込む設定となる（これをＺ型縮小レイアウトと称する）
。ボタン６２２（請求項１における第１０の選択ボタン、請求項２における第６の選択ボ
タン）を選択しＯＫキー６２５を押下すると、右上の画像→左上の画像→右下の画像→左
下の画像の順序で読み込む設定となる（これを逆Ｚ型縮小レイアウトと称する）。ボタン
６２３（請求項１における第１１の選択ボタン、請求項２における第７の選択ボタン）を
選択しＯＫキー６２５を押下すると、左上の画像→左下の画像→右上の画像→右下の画像
の順序で原稿を読み込む設定となる（これを逆Ｎ型縮小レイアウトと称する）。ボタン６
２４（請求項１における第１２の選択ボタン、請求項２における第８の選択ボタン）を選
択しＯＫキー６２５を押下すると、原稿に対して、右上の画像→右下の画像→左上の画像
→左下の画像の順序で読み込む設定となる（これをＮ型縮小レイアウトと称する）。
【０１３３】
ＯＫキー６２３が押下されると、図１１の応用画面に戻り、スタートキー２１４の押下で
、上記で設定された条件で画像の読み込みを行い、読み込んだ順に出力する。
【０１３４】
［イメージ合成時及びフォーム登録・消去時の設定操作］
次に、イメージ合成機能を行なう際、並びにフォームの登録・消去を行なう際の設定の仕
方を図２１～図３０を参照して説明する。
【０１３５】
図１１に示す応用画面でイメージ合成キー５３２が押下された場合は、図２１のイメージ
合成設定画面に移行する。
【０１３６】
図２１の画面では、ボックス６３７内を押下することで、まずフォームの選択が行なえる
。選択されたフォームの番号は白黒反転されて表示される。フォームを選択し、ＯＫキー
６３６が押下されると、図２１で選択されたフォームと原稿画像のイメージ合成の設定が
なされ、基本画面に戻り、図２２に示すように応用モードが設定されているのを示すため
に、応用キー２２６を白黒反転させる。
【０１３７】
また、図２１において、ボタン６３４は、チェックコピーオン・オフ用のボタンで有り、
押下されると白黒が反転する。このチェックコピーボタンが黒の状態で、ＯＫキー６３６
が押下されると、イメージ合成コピーの作成前にお試しのコピーを行なうことができる。
ボタン６３１は取消し用のボタンであり、このボタンが押下されると設定を中止し、図１
１の応用モード画面に戻る。
【０１３８】
図２１のボタン６３２，６３３は、スクロール用のボタンであり、ボタン６３２が押下さ
れると、画面が上にスクロールし、ボタン６３３が押下されると画面が下にスクロールす
る。ボタン６３５は、登録・消去用のボタンであり、このボタンが押下されることにより
、図２３に示す登録内容設定画面へ移行し、選択されたフォーム場所へのフォーム画像の
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登録、もしくは選択されたフォームの消去設定を行う。
【０１３９】
図２３の登録内容設定画面において、ボタン６４１は登録用のボタンであり、このボタン
が押下されると、図２１において選択されたフォーム場所のフォーム登録へ移行する。フ
ォームの登録については後述する。ボタン６４２は名称登録用のボタンである。このボタ
ンが押下されると、図２１において選択されたフォームの名称の登録へ移行する。ここで
は、名称登録については特に説明しない。
【０１４０】
図２３の画面のボタン６４３は消去用のボタンである。このボタンが押下されると、図２
１で選択された消去に移行する。消去については後述する。ボタン６４４は閉じるボタン
である。このボタンが押下されると、登録・消去の設定は行わず、図２１のイメージ合成
設定画面に戻る。
【０１４１】
次に、図２３の画面で、登録ボタン６４１が押下された時の動作を説明する。
【０１４２】
図２３の登録ボタン６４１が押下されると、図２４の原稿サイズ設定画面へ移行する。こ
こでは、フォームとする画像の原稿サイズを選択する。図２４の６５１はサイズボックス
であり、このサイズボックス６５１内のサイズボタンを押下することで原稿サイズが選べ
る。選択したサイズは白黒反転されて表示される。なお、本実施形態では、Ａ／Ｂのサイ
ズタイプのみであるが、インチサイズの原稿サイズを選べるようにしてもよい。
【０１４３】
図２４の６５３はＯＫキーであり、このＯＫキー６５３を押下すると、選択されたサイズ
であると設定され、図２５の登録フォーム種類設定画面へ移行する。６５２は取消しキー
であり、この取り消しキー６５２を押下すると、設定は行なわず、図２３の登録内容設定
画面に戻る。
【０１４４】
図２５のフォーム種類設定画面について説明する。
【０１４５】
この画面の６６１は全面合成選択ボタンであり、このボタン６６１が押下されると、該ボ
タン６６１は白黒反転され、選択される。６６２は透かし合成選択ボタンであり、このボ
タンが押下されると該ボタン６６２は白黒反転され、選択される。ボタン６６１と６６２
の白黒反転は排他的であり、どちらかが白黒反転の状態となり、白黒反転された側が選択
されている状態となる。６６３は、取消しボタンであり、このボタン６６３が押下される
と設定はされず、図２４の原稿サイズ設定画面に戻る。
【０１４６】
６６４はＯＫボタンであり、全面合成が選択されてＯＫボタン６６４が押下された場合に
は、読込む原稿画像をそのままフォーム画像として登録する設定にし、図２６の基本画面
に戻る。また、透かし合成が選択された状態においてＯＫボタン６６４が押下された場合
には、読込む原稿画像の濃度を減少させ、フォーム画像として登録する設定にし、図２６
の基本画面に戻る。
【０１４７】
図２６の基本画面では、フォーム画像を読込み待ちの状態であり、この状態で複写機のス
タートボタン２１４が押下された場合には、原稿読込みを開始する。図２７は、図２６の
画面においてフォームの読込みが終った後に移行する画面であり、この画面の「００」番
は読込んだ画像に書き換わっている。なお、本実施形態では予め画像が入っている領域を
再登録したが、図２１の画面において、未登録のフォームを選択し、登録・消去ボタン６
３５を押下し、先程と同様に登録の設定を行なえば新規登録も行なうことができる。
【０１４８】
次に、図２３の画面において、消去ボタン６４３が押下された時の処理を説明する。
【０１４９】
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図２３の画面で消去ボタン６４３を押下すると、図２８のフォーム画像消去確認画面がホ
ップアップする。ここでは図２１の画面において選択したフォーム画像の消去をするか否
かということになる。６９２はＮＯボタンであり、図２１の画面で選択したフォーム画像
の消去の設定は行わずに、図２３の登録内容設定画面に戻る。６９１はＹＥＳボタンであ
り、図２１の画面で選択したフォーム画像の消去を行い、図２１のイメージ合成設定画面
に戻る。この時には、本実施形態においては、唯一のフォーム画像が消去されたことにな
るので、図２９に示すような画面表示になる。
【０１５０】
次に、フォーム画像出力中（イメージ合成出力中）に、図１１の画面のイメージ合成ボタ
ン５３２が押下された際の処理について説明する。
【０１５１】
図１１のイメージ合成ボタン５３２が押下されると、図３０の合成フォーム設定画面へ移
行する。図３０の画面においては、図２１の画面と異なり、登録・消去ボタン７１０の表
示が薄く表示されている。この表示が薄い場合には、押下しても反応しない状態になって
いる。このことにより、イメージ合成出力中に、フォーム画像の登録及び消去が不可能と
なる。
【０１５２】
本実施形態では、イメージ合成による出力中には、図３０のイメージ合成設定画面におい
て登録・消去ボタン７１０を無効状態（反応なし状態）としたが、図３０の画面において
、出力を行なっているフォームが選択された時のみ、登録・消去ボタン７１０を無効（反
応なし）状態としてもよい。その場合には、使用しているフォーム画像のみ登録・消去が
不可能となる。
［ソートキーの機能］
次に、図６の基本画面のソートキー２２５について、図３１～図３３を参照しつつ詳細に
説明する。
【０１５３】
ソートキー２２５は排紙処理を選択するためのキーであり、このソートキー２２５を押下
すると、図３１に示すような排紙処理選択画面７２０が表示される。
【０１５４】
この排紙処理選択画面７２０において、７２１はソート排紙処理を選択するキーであり、
７２２はグループ排紙処理を選択するキーである。７２４は、排紙する際にシートにパン
チ穴を開けて排紙する排紙処理を選択するキーである。７２５は、排紙する際にシートの
片側半分をＺ型に折り込んで排紙する排紙処理を選択するキーである。７２３は、ステイ
プルソート排紙処理を選択するキーであり、押下すると、図３２に示すようなステイプル
位置設定画面７３０が表示される。
【０１５５】
図３２において、７３１，７３２はステイプルの種類を選択するキーであり、キー７３１
を押下すると、コーナーにシングルステイプルする設定となり、キー７３２を押下すると
、２個所綴じでステイプルする設定となる。７３３～７３６は、ステイプルの位置を設定
するキーである。７３７は、ステイプルソートを選択した際に、原稿向きの検知をオンす
るか、オフするかを設定できる設定キーであり、オンに設定すると原稿読み込み時に原稿
の文書方向を判定し、判定した文書の方向に対して、キー７３３～７３６で選択された位
置にステイプルがなされるように制御される。原稿向きがオフであれば、原稿の文書方向
は判定せず、原稿画像に対して、キー７３３～７３６で選択された位置にステイプルされ
る。
【０１５６】
［パーソナルボックス機能］
次に、図３３～図３７を用いて、パーソナルボックス機能について説明する。
【０１５７】
図３３の８１０はハードディスクであり、テンポラリ領域８００とパーソナルボックス領
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域８０１とからなる。テンポラリ領域８００は、画像データを一時的に記憶しておき、ジ
ョブ終了後にそれら画像データを消去する領域である。パーソナルボックス領域８０１は
、ホスト８２０から受信したＰＤＬ画像を外部Ｉ／Ｆ処理部で展開した画像データにつき
、ホスト８２０から指定したパーソナルボックス番号に対応した領域（パーソナルボック
ス）に格納する。ユーザは、操作部２２より、自分のパーソナルボックス番号に対応した
パーソナルボックスに入っている前記画像データをプリントすることができる。また、パ
ーソナルボックス領域８０１には、前記画像データに付随するプリント時のプリントモー
ドや、設定された自動消去時間も記億されている。
【０１５８】
例えば、１ＧＢのハードディスクの場合は、３００ＭＢをテンポラリ領域８００に、７０
０ＭＢをパーソナルボックス領域８０１に分けて使用する。また、図３３に示すように、
パーソナルボックスの数が１０個であるとき、各個人が持てるボックスの領域は各７０Ｍ
Ｂとなる。また、各パーソナルボックスには番号が付いており、例えばボックス８０２，
８０３，８０４，８０５は、それぞれボックス番号０，１，２，９である。
【０１５９】
図３３に示すような例において、田中用のボックスは１であり、田中という名前のユーザ
がホスト８２０から自分のボックスにＰＤＬ文書を入れたい場合は、ホスト８２０でボッ
クス番号１を指定する。また、田中という名前のユーザがホスト８２０から他人のボック
ス、例えば加藤というユーザに自分のＰＤＬ文書を入れたい場合は、送りたい相手のボッ
クス番号、つまりこの場合９をホスト８２０で指定する。これにより、自分のＰＤＬ文書
を他人のボックスにメールすることが可能になる。
【０１６０】
図３４は、操作部２２のパーソナルボックスメイン画面を示す図である。
【０１６１】
このメイン画面８３１は、図５に示した操作部２２のパーソナルボックスキー２３４を押
下したときに表示される。図３４に示すように、パーソナルボックスの数は番号が００～
０９の１０個用意され、それぞれ個人別に、ホスト８２０からのＰＤＬデータをラスター
イメージに展開した形で、ハードディスク８１０のパーソナルボックス領域８０１に保存
されている。
【０１６２】
また、操作部２２の図示しない画面で、それぞれのパーソナルボックスの番号に対して名
前が付けられている。例えば、ボックス番号０１の場合「田中のボックス」という名前が
付けられ、田中という名前の人が使用するボックスであることを明示できる。
【０１６３】
さらに、各ボックスの欄の右端に表示されているパーセント表示は、全体のパーソナルボ
ックス領域８０１のハードディスク容量に対して、そのボックスが使用している割合を示
す。例えば、ボックス番号０１は、パーソナルボックス領域８０１のハードディスク容量
が７００ＭＢであった場合、その２％で約１４ＭＢ使用しているということを示す。
【０１６４】
８３２は、ボックス番号００に保存されているジョブを見るためのボタンである。同様に
、８３３，８３４，８３５は、それぞれボックス番号０１，０２，０３に保存されている
ジョブを見るためのボタンである。例えば、ホスト８２０で田中という名前の人が自分の
ボックス番号である０１番にアプリケーションの文書データを保存するよう転送した場合
に、後で操作部２２のパーソナルボックス画面８３１において、自分のボックス番号０１
のボタン８３３を押すことで、その文書の印刷を実行できる後述のプリントモード画面が
表示される。
【０１６５】
８３６，８３７は上下スクロールキーであり、これらを押すことにより、画面のスクロー
ルが行え、ボックス番号００～０９の名前や使用容量を見ることができる。８３８は閉じ
るキーであり、これを押すことで、図３４の画面を閉じることができる。８３９はファッ
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クス状況キーであり、これを押すことで、ファックス送受信の状態を確認することができ
る。
【０１６６】
図３５は、図３４の画面においてボタン８３３を押下し表示されたパーソナルボックスプ
リント画面８４１を示す図である。
【０１６７】
図３５中の８４２は、「田中のボックス」というパーソナルボックスに保存された文書名
を表示する文書名表示領域である。各々の文書名の左側にはその文書がパーソナルボック
スに保存された日時が表示される。８４３はキー複数選択キーであり、複数の文書を一度
に選択してプリントや消去を行うときに有効なキーであり、このキー複数選択キー８４３
を押下すると複数の文書が選択可能になる。
【０１６８】
８４４は詳細情報キーであり、複数選択キー８４３が選択されていない、且つ文書名表示
領域８４２に示された一文書を選択した時に有効なキーであり、この詳細情報キー８４４
を押下すると、選択された文書に関する詳細な情報として、例えば文書が使用するハード
ディスクの容量や、ホスト８２０により予め設定されている原稿枚数及び出力部数等を示
す画面（不図示）が表示される。
【０１６９】
また、上下スクロールキー８４５を押すことにより、画面がスクロールされ、同パーソナ
ルボックス内の他の文書情報を見ることができる。
【０１７０】
ボタン８４６は、表示窓を閉じるためのキーであり、これを押すことで図３４のパーソナ
ルボックスメイン画面８３１に戻ることができる。８４７の文書消去キーは、画面８４１
内で選択された文書をパーソナルボックス内から消去するためのキーである。
【０１７１】
８４８のプリントキーは、文書名表示領域８４２で選択された文書を出力するためのキー
である。文書名表示領域８４２内の文書を選択しプリントキー８４８を押下すると、複数
選択キー８４３が選択されていない場合は、出力部数及びプリントモードの再設定が可能
となり、出力プリント部数が変更できる図３６に示すようなプリント部数変更画面３５０
が表示される。複数選択キー８４３が押下されている場合は、プリントモード及び出力部
数の設定変更は禁止し、予めホスト８２０から設定されたプリントモード及び出力部数で
出力を開始する。
【０１７２】
次に、図３６のプリント部数変更画面３５０について説明する。プリント部数変更画面３
５０を開くと、表示領域３５１には、ホスト８２０により予め設定されている出力部数が
表示されている。ここで、操作部２２のテンキー２２２で出力部数を入力することにより
、ホスト８２０により予め設定されている出力部数を変更することができる。
【０１７３】
かかる設定変更を行い、ＯＫキー３５２を押すことにより、表示領域３５１に表示された
部数で出力を開始する。プリントモード再設定キー３５３は、ホスト８２０により予め設
定されているプリントモードを変更するためのキーであり、このキー３５３を押下すると
、図３７に示すようなプリントモード設定画面３６０が表示される。取り消しキー３５４
は、プリント出力に対する取り消しキーであり、押下されるとパーソナルプリントボック
ス画面８４１に戻る。
【０１７４】
次に、図３７のプリントモード設定画面３６０について説明する。このプリントモード設
定画面３６０は、ホスト８２０により予め設定されるプリントモードが、パーソナルボッ
クスに格納された全画像データに対して、用紙サイズＡ４で片面出力、出力部数１００、
及びパンフレットモードが設定された画面である。
【０１７５】
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この場合、ホスト８２０により予め設定されたプリントモードは、出力する全ページ分の
画像データに関して片面出力であり、用紙サイズが同一である。このように、全ページに
ついて設定が同じであれば、全ページに対して両面設定キー３６１で両面出力を再設定す
ることができる。また、全画像に対して用紙サイズがＡ４で同一であるため、同様に用紙
サイズの再設定も用紙選択キー３６２により可能となる。
【０１７６】
ソートの設定に関しては、予めパンフレットモードが設定されているため、ＰＤＬデータ
から画像データに展開される時点で既にパンフレットのレイアウトがなされており、その
レイアウトで展開された画像データがパーソナルボックスに格納されているため、出力時
のソートの設定は不可になり、ソート選択キー３６３は網掛け表示になる。
【０１７７】
この画面３６０上でプリントモードを再設定し、ＯＫキー３６４を押下すると再設定され
たプリントモードでプリント出力が行われる。また、３６５は、再設定されたプリントモ
ードを、ホスト８２０によって設定されたプリントモードに戻すキーであり、このキー３
６５を押下すると、その文書のプリントモードを、ホスト８２０により予め設定されたプ
リントモードに戻し、図３６のプリント部数設定画面３５０に戻る。画面３６０の取り消
しキー３６６は、プリント出力に対する取り消しキーであり、押下されるとパーソナルプ
リントボックス画面８４１に戻る。
【０１７８】
［第１実施形態の動作］
以下、図３８乃至図４０のフローチャートを参照しつつ第１実施形態の動作について説明
する。
【０１７９】
図３８及び図３９は、縮小レイアウトで４ｉｎ１レイアウトを選択した際の動作を表わし
たフローチャートである。
【０１８０】
まず、図１５に示すレイアウト順選択画面５７０により、４種類（Ｚ型、逆Ｚ型、逆Ｎ型
、Ｎ型）あるレイアウト順のうち、どれか１つ選択されたか否かを判定する（ステップＳ
１）。１つ選択された場合はそのレイアウトの設定情報をメモリに格納し（ステップＳ２
）、原稿向き検知がＯＮ設定かＯＦＦ設定かを判定する（ステップＳ３）。原稿向き検知
が選択されなかった場合は、図１５のレイアウト順選択画面５７０でＯＫキー５７５が押
下されたか否かを判断し（ステップＳ４）、ＯＫキー５７５が押下されなかったらステッ
プＳ１へ戻る。
【０１８１】
ステップＳ４でＯＫキー５７５が押下されたら、前記ステップＳ２でメモリに格納された
設定情報を確定する（ステップＳ５）。そして、ステップＳ５で確定された設定情報は、
Ｚ型レイアウト出力か否かを判断し（ステップＳ６）、Ｚ型レイアウト出力が設定されて
いたら、読み込んだ画像をＺ型にレイアウトして画像形成を行い、プリントして（ステッ
プＳ７）、終了する。
【０１８２】
前記ステップＳ６でＺ型レイアウト出力が設定されていなかったら、逆Ｚ型レイアウト設
定か否かを判断し（ステップＳ８）、逆Ｚ型レイアウト出力が設定されていたら、読み込
んだ画像を逆Ｚ型にレイアウトして画像形成を行いプリントして（ステップＳ９）、終了
する。
【０１８３】
前記ステップＳ８で逆Ｚ型レイアウト出力が設定されていなかったら、Ｎ型レイアウト設
定か否かを判断し（ステップＳ１０）、Ｎ型レイアウト出力が設定されていたら、読み込
んだ画像をＮ型にレイアウトして画像形成を行いプリントして（ステップＳ１１）、終了
する。
【０１８４】
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前記ステップＳ１０でＮ型レイアウト出力が設定されていなかったら、読み込んだ画像を
逆Ｎ型にレイアウトして画像形成を行いプリントして（ステップＳ１２）、終了する。
【０１８５】
次に、前記ステップＳ３で原稿向き検知がＯＮに設定された場合について図４０及び図４
１のフローチャートを参照して説明する。
【０１８６】
図３８のステップＳ３で原稿向き検知がＯＮに設定された場合は、まず原稿の読み込みを
開始し（ステップＳ１５）、原稿の文書方向を判別し（ステップＳ１６）、その判別結果
をメモリに格納し（ステップＳ１７）、最終原稿が読み終わるまで、前記ステップＳ１５
～ステップＳ１７を繰り返す（ステップＳ１８）。
【０１８７】
最終原稿が読み終わったら、Ｚ型レイアウトが選択されたか否かを判断し（ステップＳ１
９）、Ｚ型レイアウトが選択されたら、前記ステップＳ１７で格納された判別結果を参照
して、１頁目の原稿の文書方向が横原稿であるか否かを判断する（ステップＳ２０）。横
原稿であった場合は、レイアウトされる各々の画像の文書方向を１頁目の画像の文書方向
に合わせるように回転させ、Ｎ型の順にレイアウトして画像形成を行いプリントして（ス
テップＳ２１）、終了する。
【０１８８】
前記ステップＳ２０で文書方向が縦原稿であった場合は、レイアウトされる各々の画像の
文書方向を１頁目の画像の文書方向に合わせるように回転させ、Ｚ型の順にレイアウトし
て画像形成を行いプリントして（ステップＳ２２）、終了する。
【０１８９】
前記ステップＳ１９でＺ型レイアウトが選択されなかったら、逆Ｚ型レイアウトが選択さ
れたか否かを判断し（ステップＳ２３）、逆Ｚ型レイアウトが選択されたら、前記ステッ
プＳ１７で格納された判別結果を参照して１頁目の原稿の文書方向が横原稿であるか否か
を判断する（ステップＳ２４）。横原稿であった場合は、レイアウトされる各々の画像の
文書方向を１頁目の画像の文書方向に合わせるように回転させ、逆Ｎ型の順にレイアウト
して画像形成を行いプリントして（ステップＳ２５）、終了する。
【０１９０】
前記ステップＳ２４で文書方向が縦原稿であった場合は、レイアウトされる各々の画像の
文書方向を１頁目の画像の文書方向に合わせるように回転させ、逆Ｎ型の順にレイアウト
して画像形成を行いプリントして（ステップＳ２６）、終了する。
【０１９１】
前記ステップＳ２３で逆Ｚ型レイアウトが選択されなかったら、図４０のステップＳ２７
へ進む。ステップＳ２７では、Ｎ型レイアウトが選択されたか否かを判断し、Ｎ型レイア
ウトが選択されたら、前記ステップＳ１７で格納された判別結果を参照して１頁目の原稿
の文書方向が横原稿であるか否かを判断する（ステップＳ２８）。横原稿であった場合は
、レイアウトされる各々の画像の文書方向を１頁目の画像の文書方向に合わせるように回
転させ、Ｚ型レイアウトで画像形成を行いプリントして（ステップＳ２９）、終了する。
【０１９２】
前記ステップＳ２８で文書方向が縦原稿であった場合は、レイアウトされる各々の画像の
文書方向を１頁目の画像の文書方向に合わせるように回転させ、Ｎ型レイアウトで画像形
成を行いプリントして（ステップＳ３０）、終了する。
【０１９３】
ステップＳ２７でＮ型レイアウトが設定されていなかったら、前記ステップＳ１７で格納
された判別結果を参照して１頁目の原稿の文書方向が横原稿であるか否かを判断する（ス
テップＳ３１）。横原稿であった場合は、レイアウトされる各々の画像の文書方向を１頁
目の画像の文書方向に合わせるように回転させ、逆Ｚ型レイアウトで画像形成を行いプリ
ントして（ステップＳ３２）、終了する。
【０１９４】
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ステップＳ３１で文書方向が縦原稿であった場合は、レイアウトされる各々の画像の文書
方向を１頁目の画像の文書方向に合わせるように回転させ、逆Ｎ型レイアウトで画像形成
を行いプリントして（ステップＳ３３）、終了する。
【０１９５】
なお、上記の図３８～図４１のフローチャートに従ったプログラムを画像形成装置内の記
憶装置（例えばＲＯＭ２４）に格納し動作することにより、上述の制御方法を実現させる
ことが可能となる。
【０１９６】
このように本実施形態では、縮小レイアウトモード時において、ユーザーは所望のレイア
ウト順を選択することができるので、原稿の並び順を意識しなくても所望の縮小レイアウ
ト出力を行うことが可能になる。
【０１９７】
［第２実施形態の動作］
本第２実施形態の画像形成装置の構成は、図１～図３７を用いて説明した上記第１実施形
態と同様とする。以下、図４１及び図４２のフローチャートを用いて本第２実施形態の動
作を説明する。
【０１９８】
図４２及び図４３は、図１６に示す拡大レイアウト種類選択画面において、拡大両面１ｔ
ｏ４が選択された際の動作を表わしたフローチャートである。
【０１９９】
図４２に示すフローでは、まず、最終原稿について、画像が表面のみか、あるいは裏面ま
であるのかを判定するために、図１９に示す最終原稿レイアウト設定画面で、表キー６１
１が選択されたか否かを判定する（ステップＳ５１）。表キー６１１が選択された場合は
、メモリに「最終原稿が表面のみ」という設定情報を格納する（ステップＳ５２）。表キ
ー６１１が選択されない場合は、メモリに「最終原稿が裏面まで」という設定情報を格納
する（ステップＳ５３）。
【０２００】
次に、４種類（Ｚ型、逆Ｚ型、逆Ｎ型、Ｎ型）ある最終原稿のレイアウトのうち、どれか
１つ選択されたか否かを判定し（ステップＳ５４）、選択された場合はそのレイアウトの
設定情報をメモリに格納する（ステップＳ５５）。選択されない場合はステップＳ５１に
戻る。
【０２０１】
ステップＳ５５の処理後は、ＯＫキー６１７が選択されたか否かを判定する（ステップＳ
５６）。ＯＫキー６１７が選択された場合は、ステップＳ５２またはステップＳ５３、ス
テップＳ５５で選択された設定情報を確定し（ステップＳ５７）、Ｚ型レイアウトで画像
形成を行いプリントして（ステップＳ５８）、終了する。
【０２０２】
ＯＫキー６１７が選択されない場合は、詳細設定キー６１８が選択されたか否かを判定す
る（ステップＳ６０）。詳細設定キー６１８が選択された場合は詳細設定用の画面（図２
０）を表示する（ステップＳ６１）。
【０２０３】
続いて、４種類あるレイアウト順について、どれか１つ選択されたか否かを判定する（ス
テップＳ６２）。選択された場合はそのレイアウト順の設定情報をメモリに格納し（ステ
ップＳ６３）、ＯＫキー６２５の選択を判定する（ステップＳ６４）。
【０２０４】
ＯＫキー６２５が選択されれば、図４３のステップＳ６５へ進む。ステップＳ６５では、
図４２のステップＳ５２（もしくはステップＳ５３）、ステップＳ５５、及びステップＳ
６３で選択された設定情報を確定する。
【０２０５】
そして、ステップＳ６５で確定されたレイアウトは、Ｚ型レイアウト出力か否かを判断し
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（ステップＳ６６）する。Ｚ型レイアウト出力が選択されていれば、原稿の読み込みを開
始（ステップＳ６７）、読み込んだ原稿画像を４分割し、Ｚ型の順序でそれぞれの画像形
成を行いプリントし（ステップＳ６８）、コピー終了まで（ステップＳ６９）、ステップ
Ｓ６７～ステップＳ６９を繰り返す。
【０２０６】
Ｚ型レイアウトが選択されていなければ、逆Ｚ型レイアウト出力か否かを判断し（ステッ
プＳ７１）、Ｚ型レイアウト出力が選択されていれば、原稿の読み込みを開始（ステップ
Ｓ７２）、読み込んだ原稿画像を４分割し、逆Ｚ型の順序でそれぞれの画像形成を行って
プリントし（ステップＳ７３）、コピー終了まで（ステップＳ７４）、ステップＳ７２～
ステップＳ７４を繰り返す。
【０２０７】
逆Ｚ型レイアウトが選択されていなければ、Ｎ型レイアウト出力か否かを判断し（ステッ
プＳ７５）、Ｎ型レイアウト出力が選択されていれば、原稿の読み込みを開始（ステップ
Ｓ７６）、読み込んだ原稿画像を４分割し、Ｎ型の順序でそれぞれの画像形成を行ってプ
リントし（ステップＳ７７）、コピー終了まで（ステップＳ７８）、ステップＳ７６～ス
テップＳ７８を繰り返す。
【０２０８】
Ｎ型レイアウトが選択されていなければ、原稿の読み込みを開始（ステップＳ７９）、読
み込んだ原稿画像を４分割し、逆Ｎ型の順序でそれぞれの画像形成を行いプリントし（ス
テップＳ８０）、コピー終了まで（ステップＳ８１）、ステップＳ７９～ステップＳ８１
を繰り返す。
【０２０９】
このように、本実施形態では、ユーザーは所望の画像記録の順序で拡大レイアウト出力を
行うことが可能になる。
【０２１０】
なお、上記の図４２乃至図４４のフローチャートに従ったプログラムを画像形成装置内の
記憶装置（例えばＲＯＭ２４）に格納し動作することにより、上述の制御方法を実現させ
ることが可能となる。
【０２１１】
本発明は、上述した実施形態の装置に限定されず、複数の機器から構成されるシステムに
適用しても、１つの機器から成る装置に適用してもよい。前述した実施形態の機能を実現
するソフトウェアのプログラムコードを記憶した記憶媒体をシステムあるいは装置に供給
し、そのシステムあるいは装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格
納されたプログラムコードを読み出し実行することによっても、完成されることは言うま
でもない。
【０２１２】
この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を
実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成すること
になる。プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピーディ
スク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テ
ープ、不揮発性のメモリーカード、ＲＯＭを用いることができる。また、コンピュータが
読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施形態の機能が実現され
るだけではなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼動している
ＯＳなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機
能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０２１３】
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた
後、次のプログラムコードの指示に基づき、その拡張機能を拡張ボードや拡張ユニットに
備わるＣＰＵなどが処理を行って実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって
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前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０２１５】
【発明の効果】
　請求項１記載の発明に係る画像形成装置、請求項８記載の発明に係る画像形成装置にお
ける表示制御方法、及び請求項１５記載の発明に係る記憶媒体によれば、１ｔｏ２モード
及び１ｔｏ４モードを含む拡大レイアウトモード時において、ユーザーは拡大レイアウト
の種類と画像記録の順序を表示部に表示される選択ボタンを押下して選択することができ
、拡大レイアウトモードにおける白紙出力を防ぐ為の最終原稿の最終読込み面から分割出
力させる画像の数の設定も前記表示部に表示される選択ボタンを押下して選択することが
でき、所望の拡大レイアウト出力を行うことが可能になる。
　請求項２記載の発明に係る画像形成装置、請求項９記載の発明に係る画像形成装置にお
ける表示制御方法、及び請求項１６記載の発明に係る記憶媒体によれば、ユーザーは、１
ｔｏ４モードを含む拡大レイアウトモード時において、１ｔｏ４モードの選択と１ｔｏ４
モードにおける画像記録の順序を表示部に表示される選択ボタンを押下して設定すること
ができ、４ｉｎ１モードを含む縮小レイアウトモード時においては、４ｉｎ１モードの選
択と４ｉｎ１モードにおけるレイアウト順を表示部に表示される選択ボタンを押下して設
定できると共に、原稿向き自動検知を行うか否かの選択をも表示部に表示される選択ボタ
ンを押下して設定することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係る画像形成装置の基本構成を示すブロック図である。
【図２】画像メモリ部１３の詳細を示すブロック図である。
【図３】外部Ｉ／Ｆ処理部１４の構成を示すブロック図である。
【図４】実施形態に係るデジタル複写機１０の一例を示す断面構成図である。
【図５】図１に示した操作部２２の外観図である。
【図６】表示パネル２２０の基本画面を示す図である。
【図７】両面モード設定画面を示す図である。
【図８】両面プリントモード設定画面を示す図である。
【図９】文書方向に対応した左右開き及び上下開きの記録形態を示す図である。
【図１０】両面印刷設定済み画面を示す図である。
【図１１】応用画面を示す図である。
【図１２】レイアウト選択画面を示す図である。
【図１３】レイアウト選択画面で製本を選択した場合の画面を示す図である。
【図１４】２ｉｎ１レイアウト順設定画面を示す図である。
【図１５】Ｎｉｎ１レイアウト順選択画面を示す図である。
【図１６】拡大レイアウト種類選択画面を示す図である。
【図１７】１ｔｏ２最終原稿レイアウト設定画面を示す図である。
【図１８】拡大レイアウト順選択画面を示す図である。
【図１９】１ｔｏ４最終原稿レイアウト選択画面を示す図である。
【図２０】拡大レイアウト順選択画面を示す図である。
【図２１】イメージ合成設定画面を示す図である。
【図２２】イメージ合成設定時の基本画面を示す図である。
【図２３】登録内容設定画面を示す図である。
【図２４】原稿サイズ設定画面を示す図である。
【図２５】登録フォーム種類設定画面を示す図である。
【図２６】基本画面を示す図である。
【図２７】イメージ合成におけるフォーム読み込み終了後に移行する画面を示す図である
。
【図２８】フォーム画像消去確認画面を示す図である。
【図２９】イメージ合成におけるフォーム消去後のイメージ合成設定画面を示す図である
。
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【図３０】合成フォーム設定画面を示す図である。
【図３１】排紙処理選択画面を示す図である。
【図３２】ステイプル位置設定画面を示す図である。
【図３３】パーソナルボックス機能の概念図である。
【図３４】パーソナルボックスのメイン画面を示す図である。
【図３５】パーソナルボックスプリント画面を示す図である。
【図３６】パーソナルボックスのプリント部数変更画面を示す図である。
【図３７】パーソナルボックスのプリントモード設定画面を示す図である。
【図３８】本発明の第１実施形態の制御動作（縮小レイアウトモード）を示すフローチャ
ートである。
【図３９】図３８の続きのフローチャートである。
【図４０】図３９の続きのフローチャートである。
【図４１】図４０の続きのフローチャートである。
【図４２】本発明の第２実施形態の制御動作（拡大レイアウトモード）を示すフローチャ
ートである。
【図４３】図４２の続きのフローチャートである。
【図４４】図４３の続きのフローチャートである。
【符号の説明】
１０　デジタル複写機
１１　リーダ部
１２　プリンタ部
１３　画像メモリ部
１４　外部Ｉ／Ｆ処理部
２０　画像処理部
２１　ＣＰＵ
２２　操作部
２３　入出力ポート
２４　ＲＯＭ
２５　ワークＲＡＭ
２６　文字列方向・文書方向判別部
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